
■橋梁補修（措置）の新技術
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塩害対策用断面修復材「デンカクロルフィックス」

本技術は、ポリマーセメントモルタルに塩化物イオン固定化材を添加しコンクリートの塩害防止性能

を高めた断面修復材で、従来はポリマーセメントモルタルで対応していた。本技術の活用により、塩

害劣化を大幅に抑制できるので、耐久性の向上が図れます。

NCショット

コンクリート構造物の補修補強工事に用いる断面修復材。従来、その細骨材として使用していた天然

砂の代わりに、高炉水砕スラグを独自の球形化技術にて加工し、プレミックスモルタル化にした。本

技術の活用により耐久性、耐酸性などの品質向上が期待できる。

コンクリート構造物の断面修復材料「ゴムラテシリーズ」

超速硬ポリマーセメントモルタルまたはコンクリートにより、劣化損傷したコンクリート構造物の断

面修復を行う技術。従来は超速硬コンクリートで対応していた。本技術の活用により、乾燥収縮が小

さく、付着性・耐久性に優れた断面修復が可能である。

左官アシスト工法

コンクリート構造物の農業用水路の補修工法の一つである無機系表面被覆工法を一部機械化すること

で施工の省人化(少子高齢化・担い手不足解消も含む)、仕上がり品質の平準化、生産性向上、コスト

低減が可能。

繊維補強超速硬ポリマーセメントモルタル「リフレモルセットSF」

本技術は、劣化したコンクリート構造物上面の断面修復材で、従来は超速硬コンクリートで対応して

いた。本技術の活用により、耐久性・付着性・低収縮性が改善され、品質の向上が図れる。また、従

来技術に比べて、ハツリ量が減るので、環境、経済性の向上が図れる。

湿潤面対応急速硬化補修材

本技術は、湿潤状態の施工面に適用できる急速硬化・高強度の補修材で、従来は、エポキシ樹脂系断

面修復材で対応していた。本技術の活用により、湿潤の施工面であっても接着性が良く、短時間で硬

化・強度が発現するため、工程の短縮および施工性、経済性等の向上が図れる。

狭隘部対応ウォータージェットはつり工法

本技術は橋梁支承部等の狭隘部の対応可能な機械式ウォータージェットはつり装置を用いた工法であ

り、従来は人力によるウォータージェット・ハンドガン工法で対応していた。本技術の活用により経

済性、安全性、施工性、品質、作業員環境の向上、工程短縮が期待できる。

LCユニット工法

本技術は、容易に調節が可能なスペーサーとユニット化された鉄筋、及び高品質モルタルを組み合わ

せた補修・補強工法であり、従来は現場組立の鉄筋とポリマーセメントモルタルで施工していた。本

技術の活用により、工程の短縮及び経済性の向上が図れる。

はつり棒

コンクリートの上向きはつり作業において、はつり工具等を支持する装置で、従来は、はつり工具を

手で把持・押し付けながらの作業で対応していた。本技術の活用により、作業員の身体的負担を軽減

でき、作業効率に優れるため、安全性および施工性が向上する。

アンカーレス補修工法

本工法は、コンクリート面の断面修復工法であり、鋼製枠設置後充填したモルタルの付着力により引

張力、せん断力を向上させる工法である。鋼製枠内の十字鉄筋効果により付着性能を向上させること

ができる。

速硬系ポリマーセメントモルタル「U-リペアパッチEX、U-リペアライトEX」

アルミナセメントを含む数種類の結合材を用いた速硬系のポリマーセメントモルタルであり、早期開

放及び工期短縮が望まれるコンクリート構造物の補修工事全般に使われる断面修復材である。

セルガード

本業務は、コンクリート構造物を補修する技術で、従来はポリマーセメントモルタルにより補修を

行ってきたが、残存錆や塩分の侵入で、再劣化が起こり易かった。本技術の活用により、再劣化を防

止できるようになり、コンクリート構造物の耐久性の向上が図れる。

移動コンクリートミキサー

本技術は、プレミックス材等を投入して現場で生コンが製造できる、移動可能で据置型のコンクリー

トミキサーを用いる工法で、従来技術は生コン工場で製造しアジテータ車で運搬していた。本技術の

活用により施工性の向上が期待される。

ミクストグラウト

コンクリートに発生した、ひび割れや打継ぎ等からの漏水を止水する工法。従来は1液型ポリウレタン

樹脂系止水材が用いてられてきたが漏水量によって止水効果にバラツキが発生していた。本技術は2液

混合により自硬性を有する止水材を用いる事で安定した止水効果が得られる。

高耐久性断面修復工法「タフショットクリート工法」

本技術は、独自の材料を配合したノンポリマーセメントモルタルを使用することで組織の緻密化を可

能とし優れた強度・耐久性を有するため、ライフサイクルコストの低減が可能となり、厚付け性にも

優れるため工期短縮による経済性の向上が期待できる。

塩分吸着型 乾式吹付工法

本技術は、塩分吸着剤を混合したポリマーセメントモルタル(PCM)乾式吹付けによる断面修復工法

で、従来は吸着剤を混合しないPCM乾式吹付けであった。 本技術の活用により有害な塩化物イオンを

吸着して無害化するため、さらなる高耐久性断面が形成でき品質の向上に繋がる。

ライフテックス水性はく落対策工法

本技術は、全工程を非危険物で構成した水性はく落対策工法で、従来は危険物を使用したはく落対策

工法で対応していた。本技術の活用により、施工時の火災への安全性が向上し、作業員の人体への安

全性、周囲環境への負荷を低減できる。

パワーグラウト(自己治癒補修材)

コンクリート工における断面補修工事、狭隘部への打設に使用するモルタル材に自己治癒成分をプレ

ミックスした材料で 施工後に発生したひび割れに水分が供給されることにより膨潤剤の作用でひび割

れが自己閉塞する機能を有した高流動性モルタル材で 構造物保全が期待できる。

建設用手持ち工具支持装置「楽サポール」

人手不足と高齢化が深刻な建設業界にあって、天面及び壁面の「はつり」は、作業者の身体的な負担

が大きい。本技術は、はつり工具を支持し、振動の縮減、はつり面に工具を押し付ける力を提供する

ため、省力化、生産性の向上並びに安全性の向上に寄与するものである。

耐塩害タイプポリマーセメントモルタル「U-リペアパッチCT」

塩化物イオンが拡散しにくいポリマーセメントモルタルであり、周辺環境の塩分濃度が高いコンク

リート構造物の補修工事においても、鉄筋腐食を抑制して長寿命化できる断面修復材である。

特殊混和材を含む高性能プレミックスコンクリート「エムコン」

本技術は、コンクリート工に関する技術である。セメント・絶乾骨材・特殊混和材をプレミックスし

特殊性能コンクリートを現場練りできる技術で、従来は、超速硬コンクリートで対応していた。本技

術の活用により、多種多様な工事で対応可能となる。

RFグラウト

鉄筋コンクリートの断面補修材に塩分浸透を抑制する混和材を添加したポリマーセメントモルタル。

従来は、塩分浸透抑制材を含まないポリマーセメントモルタルを用いていた。本技術の活用により、

耐塩害性を発揮し鉄筋の防錆効果の更なる向上が図れます。

亜硝酸リチウム併用型断面修復工法「リハビリ断面修復工法」

塩害・中性化によって劣化したコンクリートを亜硝酸リチウムを混入した断面修復材を用いて補修す

る工法。断面修復材に用いる亜硝酸リチウムがコンクリート中へ浸透拡散し、鉄筋の不動態皮膜を再

生することで高い防錆環境を構築する。

ジオポリマー技術を用いたコンクリート構造物用断面修復材(GP MONDO K)

本技術はコンクリート構造物の断面修復工(左官工法)に関する技術である。酸性環境下の断面修復工

(左官工法)において、耐久性を向上させる補修材で、従来はポリマーセメントモルタルで対応してい

た。本技術の活用により、維持補修の頻度が減少する。

ポリマーセメント系無収縮グラウト材「プレユーロックスDXP」

本技術は、無収縮モルタルとポリマーセメントの性能を併せ持つコンクリート構造物の断面修復用グ

ラウト材で、従来は、汎用型無収縮グラウト材で対応していた。本技術の活用により、乾燥ひび割れ

の抑制や遮塩性に優れ、塩分浸透が抑制されるため、品質の向上が図れる。

HI-SPECシール工法

本技術はひび割れが発生したコンクリート床版の補修における高浸透型水性エポキシ樹脂を使用した

防水機能を持つ下地補修工法で、従来はウォータージェットによる劣化部除去及び断面修復工法で対

応していた。本技術の活用によりコスト縮減が図られ、品質の向上が期待出来る。

３次元出来高・出来形の自動算出ツール「Hatsuly」

本技術は、はつり箇所の点群をモデル化し、はつり深さやかぶり厚、コンクリート等の必要量を自動

算出できる技術で、従来は水糸やメジャーによる深さ・長さの計測及び計算、写真撮影により対応し

ていた。本技術の活用により、少人数でデータ取得・処理ができ省力化が図れる。

断面修復材の施工間隔の短縮を図る「リプロクイック工法」

本技術は、断面修復材用ポリマーセメントモルタルに凝結促進材を添加し、施工間隔を短縮する工法

で、従来は凝結促進材を添加しない左官工法で対応していた。本技術の活用により凝結時間の短縮及

びコントロールが可能となるため、工程短縮、経済性及び施工性の向上が図れる。
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○本掲載情報は橋梁の「点検・措置（新工法・新材料等）」における新技術について、「点検支援技術性能カタログ」及び「ＮＥＴＩＳの有用技術（名称付与技術）」をまとめたものである。
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○表中の注意事項※1～※4

※1「性能カタログ」の位置付けはホームページ記載の「～補足～」のとおり。

※2「ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）」の位置付けはホームページ記載の「～補足～」のとおり。

※3「従来技術」とはＮＥＴＩＳ申請者が「国土交通省土木工事標準積算基準」「港湾土木請負工事積算基準」等に記載されている工法から選択しているものであり、表中の他技術との比較ではないことに注意。

（比較対象技術の詳細はＮＥＴＩＳを参照のこと。）

※4「活用効果調査件数」とはＮＥＴＩＳにおいて活用効果調査票が提出された件数であり、当該技術の総実績件数ではないことに注意。

○当該掲載情報は新技術選定の効率化、選定候補漏れ防止の一助となる様、橋梁保全に関する性能カタログ及びＮＥＴＩＳの有用な技術をとりまとめたものであり、その他の技術利用を妨げるものではない。

最終的な新技術の選定にあたっては各々の橋梁や現場特性を考慮の上、各道路管理者が適正に判断すること。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

CPJ-L（コンパクトジェット－L）

従来は超速硬コンクリートなどを使用していた。本技術は、断面修復材料として用いる低弾性ラテック

ス改質超速硬コンクリートで低収縮性と優れた物質浸透抵抗性を有している。道路橋コンクリート床

版を始めとするコンクリート構造物の耐久性向上が期待できる。

コンクリ欠損部補強066

本技術は、コンクリート欠損部に用いる密着成分を超微粒子に改良した変性エポキシ樹脂防錆補修・

補強剤で、従来は、ポリマーセメントモルタル等で対応していた。本技術の活用により、被塗面との

付着性が向上し、防錆処理等の前処理が不要となるため、工程の短縮が図れる。

ジェットモルタルシリーズ

本技術は、コンクリート補修工事に使用する、超速硬セメントを用いたプレミックスモルタルであ

る。従来は、生コン工場から出荷されるモルタル(1:3）で対応していた。本技術の活用により、早期交

通開放が可能となるため、工程の短縮及び施工性の向上が図られる。

繊維強化コンクリートＦＲＣ補修・補強材

本技術は、コンクリート構造物の軽くて薄い繊維製のＦＲＣ補修・補強材である。従来は、異形鉄筋

を配筋していた。本技術の活用により、ポリマーセメントモルタルが不要となるので、経済性の向上

が図られる。

水溶性錆転換型防錆プライマー「リプロチェンジコート」

本技術は断面修復工の鉄筋ケレン後の残存赤錆等を黒錆に転換させる水溶性錆転換型防錆プライマー

である。従来は亜硝酸リチウム配合ポリマーセメント系鉄筋防錆材を塗布していた。本技術の活用に

より断面修復材と鉄筋との付着強度が向上し、耐久性、経済性の向上が図れる。

断面修復工法「エアショットワン」

本技術は圧縮空気で圧送したモルタルパウダーとポンプ圧送した水を吹付ノズルの先端で混合・吹付

する乾式吹付工法で、従来は湿式吹付工法で対応していた。本技術の活用によりモルタルの練り混ぜ

が不要となるため施工性、経済性、品質、作業環境の向上、工程の短縮が図れる。

トンネル裏込注入工法「MAI440システム」

本技術はエアモルタルまたは可塑性エアモルタルを連動式ポンプで製造、圧送する工法で、従来は生

コンプラントを利用するか大型プラントを設置し、材料圧送用の配管により施工を行っていた。本技

術の活用により材料ロス、人件費が減少し経済性が向上する。

耐摩耗性を向上させた水路補修用「ショウワRP-1工法」

従来技術でもPCMが用いられていたが、本技術は耐摩耗性を向上させており、水路特有の水砂などに

対する耐摩耗性が求められる環境で活用することで構造物の延命化が期待できる。

「デジメジャ」簡易断面計測アプリ

本技術は、はつり箇所・ポットホール・欠損部等をモバイル端末でスキャンした3Dモデルで面積・体

積を計測するアプリで、従来は水糸・メジャー等を用いて計測及び撮影を行っていた。本技術の活用

により計測時間の短縮・省人化・分業化が期待出来る

低炭素型無収縮モルタル「プレユーロックス GX」

本技術は、セメント量を約30％削減し、高炉スラグ等を増量した現場練り無収縮モルタルで、従来は

一般的な無収縮モルタルで対応していた。本技術の活用により、製造時のCO2排出量を約55％削減で

きるため環境への影響抑制が図られる。

浸透性吸水防止材・コンクリート表面保護剤(含浸剤)

LEOTECT(レオテクト)シリーズ

吸水性防止材を使用した表面含浸工法。従来は有機系塗料を用いた表面被覆工法で対応していた。本

技術の活用により、施工日数短縮による経済性の向上・外観を変えない事による表面損傷進行程度の

確認性向上・有機溶剤を使用しない事による環境改善が図れる。

タフガードスマートBeメッシュ工法

コンクリート構造物のはく落を防止する工法。従来はガラス繊維シートによるはく落防止工法で対応

していた。本技術の活用により、変形追従性やひび割れ含浸性が向上するため、はく落防止性や耐久

性の向上が図れる。

コンクリート剥落防止塗装 ペイントガードCV

アクリルエマルジョンにビニロン繊維及び特殊繊維を配合した塗料を塗布する方式のコンクリート片

剥落防止対策工法。従来は、剥落防止工(アラミドメッシュ)で対応していた。本技術の活用により、接

着工程の削減が可能で、施工性や経済性の向上が図れる。

コンクリート劣化防止工法 ファインクリスタルS&TOP

本技術は、①コンクリート表面に浸透性常温安定ガラス生成剤を含浸させ、空げき充填し、表層部を

緻密化。②UVカットポリシロキサン撥水剤により撥水層を形成。③この2つの浸透系改質剤により、

新設、既設を問わず、長期にわたり劣化因子の侵入を抑制、表層部を緻密化する。

けい酸塩系コンクリート含浸材「SUPER SHIELD」

けい酸塩系ナトリウムのコンクリート表面含浸材で、コンクリートに無機コロイドゾルが浸透して、毛

細孔、ひび割れなどに浸透して緻密化し、コンクリートの劣化防止、鉄筋の腐食抑制など、耐久性を

向上させる。

Sクリート工法

コンクリートの耐久性と長寿命化を向上させる複合含浸工法。従来は、コンクリートに被膜する有機

系被膜工法で対応していた。本技術の活用により、施工手順の削減と、湿潤下でも含浸材が内部に深

く浸透するため、工程の短縮、経済性、品質の向上が図れる。

コンクリート改質・劣化防止剤 「カルサプリ」、「リアクトライズ」

カルシウム補助剤併用の表面含浸剤。従来はエポキシ樹脂等による表面被覆工法で対応していた。

「カルサプリ」「リアクトライズ」の２剤を散布するだけの簡単な施工で、施工後の散水も不要のた

め作業性に優れる。本技術の活用により大幅なコストダウン及び工程の削減が図れる。

コンクリート劣化抑制表面含浸工 ジルコンパーミエイト

コンクリート表面に回収水を再利用した改質促進材(特殊Ca水溶液)を塗布し、その後反応型けい酸塩

系表面含浸材を塗布してコンクリートを緻密化する工法。混合セメント(高炉セメント、フライアッ

シュセメント等)を使用したコンクリート等に対して高い劣化因子抑制効果を発揮できる。

タフガードクリヤー工法

本技術は、コンクリート構造物に保護性能を付与すると共に、透明塗膜により視認性を確保する工法

で、従来はエナメル塗膜(有色)による表面保護工法で対応していた。本技術の活用により、目視での簡

便かつ正確な調査ができるため、維持管理性の向上が図れる。

含浸系吸水防止材「ポルトガードディープインシラン」

本技術は、コンクリート構造物の塩害、中性化等の劣化を抑制し耐久性を向上させる技術で、従来は

多層塗膜による有機系表面被覆工法で対応していた。本技術の活用により、1種類の材料で十分な含浸

効果が期待できるため、工程の短縮および経済性の向上が図れる。

2液混合型けい酸塩系表面含浸材CS-21ビルダー

2液混合型の反応型けい酸塩系表面含浸材。混合液塗布のみで、散水を伴う工程は不要。水酸化カルシ

ウムを補給した上で、微細空隙の継続的な充填性を保持。中性化したコンクリート表層部を緻密化

し、水や劣化因子の侵入を長期間抑制。構造物を長寿命化させる表面保護工法。

バジリスクER7 液体ひび割れ補修剤

バクテリアの代謝活動を利用した液状のコンクリートひび割れ補修剤。最大幅0.6mmまでのひび割れ

に適用。従来は、樹脂注入工法で対応していた。本技術の活用により、材料費・施工費の縮減や工期

の短縮化を期待できる。

けい酸リチウム系混合型表面含浸材「RCガードCE TYPE-Li」

本技術は、新設、既設コンクリート構造物に塗布することで、表層部を緻密化するけい酸リチウム系

混合型表面含浸工法で、従来は表面被覆工法で対応していた。本技術の活用により、塩害、凍害、中

性化の抑止効果が得られ、コンクリートの耐久性が向上し、品質の向上が図れる。

カルシウム付与剤併用型表面含浸工法「プラスCa」

本技術は、既設構造物や混合セメントなどカルシウムが不足したコンクリートに塗布することで、表

層部を緻密化するカルシウム付与剤併用型表面含浸工法で、従来は表面被覆工法で対応していた。本

技術の活用により、表面含浸材本来の性能が発揮され、品質の向上が図れる。

けい酸カリウムを主成分としたけい酸塩系表面含浸材(シリカリ)

添加剤の配合比率を変更したことで、浸透性が向上し、表面に残らず白化が目立たない工法。塗布後

の散水洗浄不要で、工期短縮・コストダウンにつながり、含浸材の溶出もなくなり環境への影響も低

減可能。また、よりコンクリート構造物を緻密化し、優れた止水性能を有する。

ボンドVMネットレス工法

繊維シートの不要なコンクリート片はく落防止工法の技術で、従来はビニロンシートを用いたはく落

防止工法を使用していた。本技術の活用により、経済性、施工性の向上、工程の短縮が期待できる。

高性能シラン系含浸工法 「エルシーセイバー工法(RSⅡ/SFⅡ)」

従来のシラン系含浸材より浸透性が高く、施工時にダレ難くい材料を使用する工法。所定量を1回で塗

布できるとともに、施工が容易で工期短縮によりコスト縮減が期待できる。

ポリマーセメント系表面被覆工法「UBEレジスト工法」

本技術は、コンクリート構造物の表面部から塩化物イオンや炭酸ガス、水、酸素などの侵入を抑制す

ることで、中性化や塩害などの劣化を抑制するポリマーセメント系表面被覆工法である。従来の表面

被覆工事に比べ、工期短縮によるコスト低減が可能である。

シラン系とケイ酸塩系の特長を併せ持つハイブリッド型表面含浸材(サンハイド

ロックL2)

本技術は、表面を疎水化しながら空隙の閉塞を同時に行うことで高い長寿命化効果を持つハイブリッ

ド型表面含浸材である。従来のシラン系とケイ酸塩系の特長を併せ持っている。本技術を使用すれば

どのような現場でも高い保護効果を発揮することが期待できる。

無繊維透明樹脂型コンクリート表面保護・はく落防止工法

コンクリートの表面保護・はく落防止として、繊維シート工法が従来は使用されてきたが、本工法は

透明度の高い1成分高強度ウレタン樹脂で構成された工法で、施工後の劣化状況の見える化、2工程、

撹拌作業を不要にすることで、工期短縮、人員削減を可能とした。

亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法 「プロコンガードシステムS」

亜硝酸リチウムとシラン・シロキサン系含浸材を組み合わせた亜硝酸リチウム併用型表面含浸工法。

シラン・シロキサンによる劣化因子の遮断に加え、亜硝酸リチウムによる鉄筋腐食抑制効果とアルカ

リシリカゲル膨張抑制効果を付加価値として備えている。
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CG-170009-A表面保護工

措置

(工法)

5件

1件1件

0件

○

○

5件

5件

5件

8件

○

○

○

○

○

－

○

○
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－

○ ○
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KT-170020-A
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1件 6件
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KT-170015-VR
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CB-180026-A

△

○

○ ○

○

○ ○

○

R6
〇

7件

8件

18件

○

48

49

措置

(材料)

措置

(材料)

表面保護工 ■

○○

○

43 ○

断面修復工

－

○ ○

■

○

表面保護工

措置

(材料)
■

表面保護工

40 ○

■

○

KT-240012-A1件

KT-240042-A

7件

CG-230003-A

△ －

－

○

○

○

〇 〇

○

5件

2件

○ －

○

〇

16件

○

－ ○

－

○

0件

表面保護工

表面保護工

措置

(材料)
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（新工法・
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断面修復工

■

■

表面保護工

34
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(工法)

△

○

○

■

○

○

○

△

○

○

KT-160122-VR

0件
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4件
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KK-240019-A
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－

○

－ 10件
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

けい酸塩系表面含浸材を塗布した表面被覆材を用いた表面処理工法

《インフララップ》

本技術は、けい酸塩系表面含浸材を塗布した表面被覆材にコンクリート面を張付け、水和反応を促進

させる湿潤養生後に表面被覆材を撤去する工法で、従来はけい酸塩系表面含浸工法で対応していた。

本技術の活用により、コスト縮減が図られ、品質の均一性が向上する。

コンクリート保護シート「KYŌZIN」

本技術は、コンクリート構造物の劣化を防止する高耐久性塗料をシート化したコンクリート保護シー

トで、従来はコンクリート保護用の表面被覆塗料で対応していた。本技術の活用により、構造物の表

面に保護シートを貼るだけの施工となるため、施工性の向上が図れる。

IZW.Shield（塗布後の養生時間が2時間のシラン系表面含浸材）

塗布後2時間養生で疎水層が形成されるシラン系表面含浸材。従来のシラン系表面含浸材は、塗布後４

～２４時間程度の養生が必要だったが、本技術の活用により、晴日が連続しにくい雨季等の工程管理

がしやすくなり、急激な降雨による再塗布の確率も低下する。

コンクリートプロテクト工法

本技術は、コンクリート表面にポリウレア樹脂を塗布し耐久性・防水性・耐摩耗性を向上させる工法

技術であり、従来はエポキシ樹脂とガラスクロスを用いた保護工法(手塗り工法)であった。本技術の

活用により経済性、品質、施工性向上、周辺環境影響抑制、工程短縮が期待できる

撥水作用を付与したオールインワンのコンクリート表面含浸剤

本技術は、1液の塗布でコンクリート表層部の品質を改善し耐久性の向上を図る1液型のけい酸塩系表

面含浸剤である。従来では表面含浸剤と補助剤の2液を別々に塗布する必要があったが、本技術を活用

することで材工費の削減による経済性の向上や工程の短縮が図れる。

補強型コンクリートはく落防止工法

本技術は、表面保護工（コンクリート）に関する技術である。ポリイソシアネート化合物と、活性水

素を持つアミン化合物をスプレーガン内で混合させ、化学反応によりポリウレア樹脂を生成し、コン

クリート表面に強靭な被膜を形成し、長寿命化を実現する工法である。

ケイ酸塩系表面浸透材 エバークリート ベトロフルード

コンクリート構造物に塗布することで、コンクリート表層部の空隙を緻密化し、防水、 表面強度向上

等の効果を発揮し、 コンクリート構造物の延命化を図るケイ酸塩系技術。

ボンドVMクリア工法 

本技術は、強靭で耐候性に優れる透明なウレアウレタン樹脂を用いたコンクリート片剥落防止工法

で、従来はビニロンネットと不透明な樹脂で対応していた。本技術の活用により、下地の視認、工期

短縮が可能となり、安全性、経済性の向上が図れる。

下地視認可能型省工程剥落防止工法　ダイナミックレジン クリアタフレジンクイック

特殊透明樹脂によりコンクリート片のはく落を防止する技術であり、従来はガラスクロス接着工法で

対応していた。本技術の活用により、施工後に下地の劣化状況を目視確認できるため、点検及び維持

管理が容易となり、また工程も短縮されているため、経済性も向上する。

塗布量管理革命「シールdeチェッカー」

コンクリート構造物の表面に貼り付けて、コンクリート表面含浸材が規定塗布量以上に塗布又は散布

されているかを確認するための塗布量確認シールである。従来のマット式確認法は3工程が必要であっ

たが、本技術は変色確認の1工程で済み、経済性の向上や工程の短縮が図れる。

ポリウレア樹脂を用いたコンクリート構造物の機能保持・向上技術

「タフネスコート工法」

本技術は、高架道路伸縮継手の取り換えや床版の表面切削において、低騒音型コンクリート撤去装置

を用いた工法で、従来はブレーカーを使用した人力手はつり作業で対応していた。本技術の活用によ

り、低騒音・低振動での施工が可能になるため、周辺環境への影響抑制が図れる。

ハンドミストジェット工法

本技術は、ウォータージェット技術を応用してコンクリート・鋼構造物の旧塗膜及び錆等の除去を行

う技術であり、従来はサンダーケレンで対応していた。本技術の活用により、周辺環境への影響を抑

制でき、機械化による施工品質の向上が図れる。

コンクリート打放し用の仕上げ材「シェルトクリヤ」

本技術は、コンクリート構造物の表面を水分や塩分等から保護する水性のクリヤ塗料で、従来は、シ

ラン系表面含浸材で対応していた。本技術の活用により、コンクリートの中性化および塩分の浸透を

抑制する効果が高く、低ＶＯＣ材料であるため、品質および安全性の向上が図れる。

含浸系吸水防止材「ペネトラントシラン」

本技術は、コンクリート構造物の劣化進行を抑制できる、有機溶剤を含まない無溶剤型のシラン系表

面含浸材で、従来は、表面被覆工（コンクリート保護工）で対応していた。本技術の活用により、使

用する材料が１種類となり、作業工程を低減できるため、工程の短縮が図れる。

シラン・シロキサン系複合超高濃度含浸材を用いた親水性工法

本技術は、シラン・シロキサン系複合超高濃度含浸材と親水化剤によるコンクリート表面保護工法の

技術であり、従来はシラン系表面含浸材であった。本技術の活用により、耐久性向上による品質向

上、経済性向上が期待できる。

コンクリート用有機系表面保護材「U-レジストクリアコート／ガード」

本技術は、エポキシ樹脂と強靭なウレタン樹脂を主材料に用い、コンクリートへの劣化因子の侵入防

止と、はく落防止の両方が可能となる表面保護技術である。塗膜が透明でメッシュも使用しないた

め、施工後の構造物の点検が容易で、工期短縮・施工費の削減も可能である。

シラン系けい酸リチウムハイブリット型表面含侵材ドライプロテクト

本技術は、シラン系・けい酸塩系のハイブリット型含侵材で、従来は表面含浸工（シラン系表面含侵

材）で対応していた。本技術の活用により品質、経済性、施工性が向上し、工程が少なく工期の短縮

が期待できる。

スピーカー内蔵型 電動ファン付き防じん防毒マスク

本技術は電動ファン付きマスクにスピーカーを内蔵し騒音下での会話のしにくさを解消する技術で従

来は電動ファン付きマスクで対応していた。本技術の活用により作業場内で会話をするためにマスク

をはずし有毒害物に暴露するリスクを回避できるため安全性の向上が図れる。

自動化防水塗装工法

本技術は、高架橋壁高欄（コンクリート、鋼板）にSQS防水材(中塗り)を「STスインガー」によって

塗布する技術で、従来は、手塗り作業で対応していた。本技術の活用により、自動化施工のため工程

が短縮でき、交通規制も短縮されるため周辺環境への影響が抑制できる。

Protec No.1 高分子系コンクリート劣化防止剤

本技術は、塩化マグネシウムとケイ酸カリウムを混合したコンクリート劣化防止剤で、従来は、シラ

ン系表面含浸剤で対応していた。本技術の活用により材料の使用量が１／３程度となり、1㎥当たりの

材料費が低減できるので、経済性が向上する。

高機能表面含浸材　Jシールド

本技術は、コンクリート表面に塗布または噴霧して防水層を形成するジェル状のシラン・シロキサン

系表面含浸材である。従来はシラン系表面含浸材を使用していた。本技術の活用により、1回塗りで施

工できる他、中性化対策にも効果があるため、施工性・品質の向上が図れる。

鋼構造物用水性無機塗料「パラディウム工法」

本技術は、揮発性の少ない水性無機塗装塗料を使用した鋼構造物の塗装工法である。従来は、揮発性

の高い溶剤系有機塗料（Rc-Ⅰ塗装系）で行っていた。本技術の活用により、VOCが削減されるため、

作業員環境と安全性の向上が図れる。

鉄筋腐食抑制型シラン系表面含浸材「アクアシール1400AR」

コンクリート構造物の鉄筋腐食抑制効果を高めたい際に用いるシラン系表面含浸材。従来は鉄筋腐食

抑制効果を付与する亜硝酸リチウム水溶液とシラン系表面含浸材の2材料2工程で対応していたが、本

技術の活用により材料費や工程数が減少し、経済性の向上が図れる。

ポリウレア樹脂による剥落防止工法

コンクリート構造物に高強度のポリウレア樹脂を吹付けて剥落を防止する工法。従来は連続繊維シー

ト工法で対応していた。本技術は高強度・高耐久性素材の樹脂を吹付けることにより、塗り重ねや連

続シートの含浸接着の工程が省略でき、工程短縮及び経済性・施工性の向上が図れる。

ＯＮＲ工法 はく落防止仕様Ｖ２

本技術は、ポリエーテルアクリル系塗装材と高弾性ビニロン繊維シートを採用したはく落防止工法で

ある。従来のエポキシ樹脂含浸材と炭素繊維シートを用いた連続繊維シート工法と比べて、本技術の

活用により、工期短縮による省人化や材料の変更によりコスト削減が可能となる。

表面被覆工法「シリコンガードシステム」

本技術は、水系材料を用いたコンクリート構造物の表面被覆工法であり、従来はCC-B塗装で対応して

いた。本技術の活用により、すべて水系材料で構成し塗布層数も比較的少ないため経済性・安全性・

施工性・品質が向上し、工程短縮と環境への影響抑制に優れる。

コンクリート構造物の表面保護材「セラマックスＦＴ７０（塗るゴム）」

本技術は、橋梁補修工（表面被覆工）に関する技術である。従来は３層塗布が必要であったが、1層塗

布による表面被覆工が可能であるため、省力化により施工性の向上および工程の短縮が可能である。

また、塗料に有機溶剤の含有量が少ないため、周辺環境への影響が軽減できる。

高架橋壁高欄の旧塗膜・脆弱部除去「ミストジェット工法」

本技術は、ウォータージェットにより高架橋壁高欄の旧塗膜・脆弱部除去を行う技術である。従来は

ディスクサンダーを用いていた。本技術の活用により、一度に多くの面積が施工可能で、特殊強力吸

引車で粉塵を回収するため、施工性の向上と周辺環境への影響抑制が図られる。

港湾コンクリート構造物　高機能型塗装　ワンダーコーティングシステム

（W-MG）

本技術は、コンクリート構造物の表面に透明な保護膜を形成できる速乾性の高機能塗装工法。従来技

術は、基盤の可視化や施工時の養生時間などで課題があったが、本技術の活用で基盤の可視化による

供用中の維持管理の合理化や、施工条件の厳しい港湾工事に柔軟に対応できる。

コンクリート用化粧材 NURUCON(ヌルコン)

本技術は水性で一液型のコンクリート用の付着力が大きい速乾性塗料で、従来はCC-B塗装を行ってい

た。本技術の活用により、工程短縮と経済性・品質・施工性が向上し、環境負荷が低減する。

環境配慮型「ハイブリッド被膜除去技術」

申請技術は、塗膜除去工法であり高周波誘導加熱(IH)式で塗膜を加熱する方法と、基材へのダメージを

最小限に押えて、さらに除去するレーザークリーニング法を組合せた工法で、従来は１種ケレンで

あった。申請技術の活用により、環境への影響抑制が図れる。
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促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

ハイブリッドエポキシ樹脂

塩害劣化環境下のコンクリート構造物に対する、機能性吸着材を添加した塩分吸着型エポキシ樹脂コ

ンクリート補修材。鉄筋やコンクリート中の塩化物イオンを吸着固定化することにより塩害による鉄

筋腐食の抑制と、コンクリートの補修を同時に行うことができる技術。

寒冷地仕様コンクリート注入材「リポキシCR-1500」

本技術は、寒冷地仕様のコンクリート注入材で、従来はエポキシ樹脂系注入材によるひび割れ補修工

で対応していた。本技術の活用により、-10℃～5℃の低温において、短時間で十分な接着性および強

度が発現できることから、工程の短縮および経済性、施工性の向上が図れる。

e-ジェクター工法「自動式樹脂注入工法」

本技術は、コンクリートひび割れ注入において低圧注入を自動で行える注入器の製品技術であり、従

来はクラック処理工(ポンプによりひび割れ注入を行う工法)であった。本技術の活用により、施工性

の向上、所要日数の短縮が期待できる。

ひび割れへのシールテープ「せこたん」を用いた手動式低圧注入工法

本技術は、注入材の充填状況を可視化するテープと手動式低圧注入工法を用いる技術で、従来は不透

明なシール材を用いた自動式低圧注入工法で対応していた。本技術の活用により、充填状況を確認し

つつ最適な圧力で注入できるため、品質及び作業効率の向上が期待できる。

コンクリート構造物への高粘度材料高圧注入補修工法

本技術は、コンクリートのひび割れ注入工について、専用注入器具を用いて高粘度材料の補修材を高

圧注入する工法である。従来は、低粘度材料の補修材を低圧注入で行っていた。本技術の活用によ

り、液だれが無く、空隙に補修材が留まりやすくなるため、品質の向上が図れる。

浸透性アクリル系樹脂注入材「クラックブロック」

アクリル系樹脂注入材をローラーや刷毛で塗布・浸透させるコンクリート構造物のひび割れ補修工

法。従来はエポキシ系樹脂注入材による低圧注入工法で対応していたが、この技術では粘度の低い注

入材の塗布作業により、注入に係る作業が削減され、施工性の向上や工程短縮が可能となる。

コンクリートひび割れ補修工法　「ミクロカプセルGP工法」

コンクリート構造物のひび割れ補修におけるカプセル型のジオポリマー注入工法である。従来は、有

機の低粘度エポキシ樹脂を用いた自動式低圧注入工法で行っていた。本技術の活用により、計量不要

かつ短時間の攪拌で練り混ぜが可能となるため、施工性の向上が図れる。

ワンダスティック溶接機

本技術はキャパシタ(蓄電ユニット)を搭載したアイドルストップ機能付溶接機で、従来はスローダウン

機能付溶接機で対応。キャパシタ蓄電力により「瞬時に溶接作業が可能」となり待機時間0、加えて発

電体出力の補助等による「燃費・騒音低減」「CO2削減」も実現した。

ボンドユニエポシリーズ

本技術は、コンクリート構造物の補修・補強工事に使用する常温硬化型エポキシ樹脂を1液型にする技

術で、従来は2液型エポキシ樹脂で対応していた。本技術の活用により、計量・混合作業が不要となり

煩雑な作業が省略される為、施工の省力化と品質の向上が図れます。

不織布複合繊維シート貼付けコンクリート片剥落防止工法

本技術は、不織布複合繊維シートをプライマー・接着剤兼用材で接着する剥落防止工法で、従来はプ

ライマー塗布後、高粘度接着剤で連続繊維を接着する連続繊維接着工法で対応していた。本技術の活

用により、工程短縮が可能となり、経済性の向上が図れる。

無機接着剤使用の剥落防止工法

無機接着剤と繊維シートを複合使用した剥落防止工法で、従来は、ポリマーモルタル補修工法で対応

していた。本技術の活用により、施工後の可視化可能で下地コンクリート・繊維シートの挙動監視が

容易となり、後々のメンテナンスが容易になると共に安全・経済性向上が図れる。

ダイナミックレジン ストロンガード工法

本技術は、有機系繊維シートを用いて、橋梁やトンネルなどのコンクリート片のはく落を抑制・防止

する工法であり、従来はガラスクロス接着工法で対応していた。本技術の活用により、不陸修正工や

中塗り塗布工等が削減され、工程の短縮となるため、経済性の向上が図れる。

CFパネル工法

本技術は、炭素繊維シートを2枚のフレキシブルボードで挟み込んだ複合パネルを用いた耐震補強工法

で、従来は鋼板巻き立て工法で対応していた。本技術の活用により、材料が軽量であるため人力施工

が可能となるので、施工性の向上、工程の短縮および経済性の向上が図れる。

ハイブリッド・塩害補強工法

塩害を受けたコンクリート構造物において鉄筋腐食抑制型シラン系含浸材塗布面に連続繊維シート補

強を可能にした工法であり、従来は亜硝酸リチウム混入型断面修復材による補修後に連続繊維シート

補強を行っていた。本技術により経済性や周辺環境向上及び工程短縮が期待できる。

トンネル・橋梁補修・補強用繊維シート接着工法「ガイナSHシートボード工法」

高目付な特殊積層繊維シートをにセパレータを縫製した特殊積層繊維シートを接着剤で帯板状に接着

後、含浸材を塗布してＦＲＰ化させ補強する工法。従来は炭素繊維シートを全面に2層貼りしていた

が、本技術は1層で帯板状に設置できるので施工面積が少なくなり、経済性が向上する。

省工程剥落防止対策「STUクリアシート-S工法」

本技術は連続繊維を樹脂でラミネートしたほぼ透明のシート1層を消防法上非危険物となる接着剤で貼

付けるだけの剥落防止工法である。従来は連続繊維シート含浸工法で対応していた。本技術の活用に

より、コスト縮減と工期の短縮、火災事故への安全性が向上する。

透明なはく落防止対策「ニュークリアクロス工法」

本技術は、コンクリートはく落防止対策工について、含浸により透明になるビニロン繊維シートを用

いた技術である。従来は有色のビニロン繊維シートで行っていた。本技術の活用により構造物の表面

性状を目視で観察することが可能なため、施工性（維持管理時）の向上が図れる。

連続繊維シート格子接着工法に用いる積層養生テープ

本技術は複数回養生が必要な箇所に対し、一度の貼付で養生ができる積層養生テープで、従来は養生

テープを複数回貼付・カットし対応していた。本技術の活用により、貼付・カットの回数が減り、作

業者への負荷低減と経済性向上、工期短縮が期待できる。

炭素繊維接着「APLASシート工法」

本技術は、コンクリート構造物の補修補強に用いるにフレキシブルな熱可塑性CFRPシートであり、従

来は、エポキシ樹脂を現場で炭素繊維シートに含侵させる「炭素繊維接着工法」で対応していた。本

技術活用により、施工性、経済性向上、工程短縮が図れる。

水性樹脂を用いた省工程型のはく落防止工法

本技術は、コンクリート剥落防止工法であり、従来は、多工程で、溶剤型樹脂塗料を使用する繊維

シート工法で対応していた。本技術の活用により、省工程施工よる工程短縮の実現と、水性樹脂塗料

を使用することによる、周辺、作業環境への影響の低減、安全性の向上が期待できる

BMシート工法

コンクリート構造物におけるバサルトメッシュおよび高分子系浸透性防水材を用いた剥落防止工法

で、従来は連続繊維シート工法で対応していた。本技術の活用により、工期短縮とコストダウン、お

よび安全性・施工性の向上と周辺環境への影響抑制が図れる。

現場VaRTM工法

本工法は、腐食減肉や補強が必要な鋼構造物に用いるCFRP接着工法で、従来は多積層CFシート接着

工法で施工していた。本技術の活用により、積層CFシートをフィルムで被覆後に真空状態で樹脂を注

入、硬化させるため、工程短縮と経済性および品質の向上が図られる。

吸塵ドリルシステム Qビット UX

本技術は、発生する粉塵を吸いながらコンクリート母材を穿孔する技術で、従来は孔の外に粉塵を排

出するドリルで対応していた。本技術の活用により、作業員の健康被害抑制を含む環境改善や、孔内

清掃の簡略化、し忘れ防止による作業効率、品質の向上が図れる。

スマート制御付きトランス[ダイモトランスプレミアム]

コアドリル、砥石切断機、電動カッターなどの電源スイッチを投入した際、モータがゆっくり回転を

始めるソフトスタート機能と、不用意に強い押圧をかけるとランプが点滅し、さらにモータ回転数が

低下することで作業者に押圧低減を促す電流制御機能を有するトランス

粉塵が飛散しない穿孔工具「パワーキュージンドリル　PQ4シリーズ」

本技術はコンクリートなどの穿孔時に発生する粉塵をドリル先端部の吸塵孔から吸いながら穿孔でき

るドリルである。本技術の活用により、粉塵の飛散が減少し作業員環境への影響抑制、養生・清掃時

間短縮で施工性向上、工程短縮が図れる。

ComBAR(GFRP補強筋)

ガラス長繊維を樹脂で異形鋼棒状に成形した材料である。軽量、高強度で、導電性・磁性が無く、切

断加工性に優れたコンクリート補強材である。特に鉄筋の腐食が懸念される塩害地域等における構造

物に用いる事により耐久性の向上、LCCの削減を図ることが出来る。

循環式壁面ブラストロボット

本技術は、既設コンクリートの表面処理ロボットで、従来はウォータージェット工で対応していた。

本技術の活用により、ブラストにより表面の均一化が図れ、また、昇降速度により表面粗度が調整で

きるため付着強度も調整でき、品質の向上が図れる。

任意深度定着型仮締切り工法「D-flip工法」

本技術は、橋脚外周にライナープレートを組立て、任意深度でドライな作業空間を構築できる工法

で、従来は鋼矢板による仮締切工法で対応していた。本技術の活用により、仮締切り設備が小規模化

され、省力化となるため、施工性の向上が図れる。

EPP(エコ・ペイント・ピーリング)工法

水性剥離剤を、橋梁などの塗膜に塗布することで、塗膜を浮き上がらせ除去する工法で、従来はブラ

スト工法を用いていた。本技術の活用により、塗膜除去時の粉塵と騒音の発生を防止できる。塗膜に

有害物質を含む場合は特に有効である。

塗装周期延長耐食鋼(CORSPACE)

本技術は、鋼材に微量添加したスズ(Sn)の効果により、塗膜欠損部の鋼材腐食を低減する構造用鋼材

であり、従来は溶接構造用圧延鋼材等が使用されていた。本技術の活用により鋼構造物の塗り替え頻

度を低減し維持費用を抑えライフサイクルコストの縮減が期待できる。

循環式ハイブリッドブラストシステム

橋梁補修補強工等において、鋼構造物の素地調整(1種ケレン)やコンクリート劣化部のチッピングを行

うための循環式機能付ブラスト工法。ブラスト処理後のケレンかすを吸引分別し、研削材の再利用が

可能。産業廃棄物の排出量低減により経済性の向上、環境負荷低減が期待できる。

ECO-SCOP工法

分析用途の塗膜採取の従来技術は、素地調整2種が用いられているが、本技術の採取用具を用いること

で、塗膜の採取コスト、作業工程と日数を各段に低減し、塗膜に含む有害物質から作業員の安全と周

辺環境の汚染および二次汚染廃棄物の発生が防止できる。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

ケレン塗膜粉じん飛散防止工法(モイストップK工法)

本技術は、塗膜粉じん飛散防止液で湿潤化する素地調整工法であり、従来は塩素系塗膜剥離剤による

塗膜剥離工法で対応していた。本技術の活用により、工程短縮と材料コスト削減ができるため経済性

の向上が図れ、かつ、取扱時の危険有害性が減少するため安全性が向上する。

パントレ工法

本技術は、生分解性を有する剥離剤を用いて鋼構造物の旧塗膜を湿潤(湿式)除去する技術であり、従来

はブラスト工法で対応していた。本技術の活用により経済性の向上、工程の短縮と、環境への影響抑

制が期待できる。

エレクトロリムーバー

鉛、PCB等の有害物質を含む鋼構造物塗膜の1種ケレン素地調整において、エアーブラストに先立ち電

磁波誘導加熱により塗膜を除去する工法で、従来は、1種ケレン+処分費で対応していた。本技術の活

用により、特別管理廃棄物の減容化ができ、経済性が向上する。

リベットシェーバー FT型

本技術は鋼構造物の丸リベット頭部の劣化塗膜・錆などを除去する素地調整用切削工具(無段変速型

ディスクグラインダーにて使用)で、従来はジェットタガネなどで対応していた。本技術の活用で作業

環境の向上、施工性、経済性の向上が図れる。

モバイルモニター「イージーMモニター」

本技術は、コンクリート構造物の腐食・防食状態のモバイル型遠隔監視システムで、従来は、現地点

検で対応していた。本技術の活用により、遠隔監視ユニット等を使用した定期的な自動計測、機器計

測ができるため、品質の向上、工期短縮、安全性と施工性の向上が図れます。

無機系防錆プライマー「AR-PRIMER 12.5」

本技術は、炭素繊維を含有した無機系防錆プライマーによる防錆塗装で、従来は、エポキシ樹脂系塗

料による防錆塗装で対応していた。本技術の活用により、鋼構造物の防錆および鉄筋コンクリート構

造物等の防水等に優れた効果を発揮するため、耐久性の向上が図れる。

紫外線硬化型FRPシート「e-シート」

本技術は紫外線硬化型FRPシートによる鋼構造物の鋼板部補修工法で、従来は鉄板溶接による補修で

対応していた。本技術の活用により、高い防錆性を有するFRPを補修材料を使用することで、溶接作業

が不要となるため、品質の向上、工程の短縮および経済性の向上が図れる。

サビバリヤー

鋼材の再塗装時に、残存してしまう赤錆が腐食の進行の原因となっていたが、その赤錆を塗装により

黒錆へ転換させることで、長寿命化や工程短縮が可能になる錆転換下塗り塗装技術である。

リペアソルブS工法

本技術は鋼構造物の塗膜を湿潤剥離する工法である。 塗膜に十分に浸透させることで多層塗膜を一度

に剥離できる。 塗膜が飛散しないため、鉛やPCBなど有害物質含有塗膜の剥離に最適である。 水系剥

離剤のため、不燃性であり、消防法に非該当である。

亜鉛めっき代替工法 「Cold Galvanizing 水性ローバル工法」

申請技術は、工場及び現場における「特殊水性亜鉛塗料」を常温施工により、従来の溶融亜鉛めっき

と同等の防食性能を有する塗膜を形成する技術であり、鋼材の寸法・形状・施工場所の制限を受ける

ことがない為、経済性、品質、施工性の向上が期待できる

ナノマイクロ溶射工法

申請技術は、鋼構造物についてアルミニウム-マグネシウム合金を用い、急冷溶射を行うことで長期防

食性を有する技術である。従来は重防食塗装等で対応していた。本技術の活用によりライフサイクルコ

スト縮減が図られ、品質の向上が期待できる。

防錆塗装 さびで錆を制す反応性塗料 パティーナロック

本技術は、鋼構造物用の防食塗料であり、塗膜下鋼材表面に緻密で安定的なさび層を形成することに

より鋼材の腐食進行を抑えることができる。この技術により3種ケレン3層塗装仕様で、従来のRc-I塗

装系と同等レベルの耐久性を得られる。

線状流電陽極方式電気防食工法

本技術は、コンクリート中の鋼材腐食に対し、線状の流電陽極ユニットを用いて防食する電気防食工

法であり、従来は亜鉛シート方式電気防食工法(面状流電陽極方式)で対応していた。 本技術の活用に

より、躯体の変状を目視観察可能となり、安全性の向上が図れた。

KKグラウト注入工法

本技術は、空洞部に粉末状のKK防錆剤を圧入しPC鋼材を防錆するグラウト再注入工法で、従来は、通

常のグラウト再注入工法で対応していた。本技術の活用により、シース内に空洞部が残存する場合で

もPC鋼材の腐食を抑制し、既設PC構造物の耐久性向上が図れる。

Znカートリッジ工法

本技術は、陽極の設置方法と被覆材が選択できる流電陽極方式による鋼材腐食緩和工法で、従来はモ

ルタル固定式の流電陽極で対応していた。本技術の活用により、亜鉛の形状寸法が大きく、更に取替

が容易となることで、経済性、品質、耐久性および施工性の向上が図れます。

アクアリムーバーエコ

本技術は、鋼構造物の塗膜を除去する水系剥離剤です。 水系のため、高級アルコール系剥離剤より火

災への安全性が向上しています。 また、厚膜施工が可能であり、工程短縮が期待できます。

MT-BERON57

MT-BERON57は、水系剥離剤の為、人体(作業員)や周辺環境に配慮することができ、従来の剥離剤に

含まれている可能性の高い、生殖毒性を有するNMPの他、プソイドクメン、ジクロロメタン等も含有

しない非常に安心・安全な剥離剤で、㎡当たりの塗布量も0.5kg/㎡と経済的である。

塗装寿命延長鋼(EXPAL)

本技術は、JIS-SS、SM、SBHS鋼材にJISの範囲内で耐食元素を微量複合添加することによって、塗膜

欠陥部からの腐食の広がりを抑え塗装の劣化を抑制する構造用鋼材である。本技術の活用により鋼構

造物の塗り替え頻度を低減しライフサイクルコストの低減ができる。

水素脆性の心配のない防食技術「ディスゴ処理」

本技術は鉄鋼製品に発生する水素脆性(遅れ破壊)が生じにくいクロムフリーの高耐食性表面処理技術

であり、従来は溶融亜鉛めっき(HDZ35)を利用していた。本技術の活用により、品質、施工性の向

上、LCCコスト削減が期待できる。

鋼構造物を主体とした長耐久性防水・防食工法

鋼構造物(主に橋梁添接部の突起部、支承部)の長耐久性の防水・防食工法。対象個所は3種ケレン程度

で十分で、その上に当該テープを貼付、巻付けるだけの簡易施工である。従来の塗装工法に比べ本技

術の活用により、工期短縮、経済性・耐久性の向上が図れる。

ポールキーパー

本技術は、誰でも簡単に施工することができる工法であり、リングの取り付け後にソリッドを充填す

るだけで鋼製ポールや鋼柱の地際部の錆を防止できる。従来は重防食塗装で対応していたが、本技術

の活用によりはつりや複数回塗装が不要となるため、経済性や工程の向上が図れる

TAPS工法

独自の開発による小型・軽量の溶射機により、劣化・腐食しやすい鋼橋桁端部等の補修工事で、通常

施工の困難な狭隘部において長期防食性やライフサイクルコストの点で優れ、防食性のあるAl-Mg合金

によるプラズマアーク溶射を高品質で施工する事が可能な工法である。

鋼とコンクリートの付着性向上用吹付材料「ゴムラテコーティング」

鋼・コンクリート複合構造物において、鋼材表面に予め独自ポリマーセメントモルタルを吹付けるこ

とで、付着性・防水性を高める技術で、従来は、側鋼板とコンクリート界面へのシール材設置で対応

していた。本技術の活用により、界面からの劣化因子の浸入を防止できる。

超耐久高純度シリコーン工法

従来技術の重防食塗装(Rc-Ⅰ塗装系)に比べ高純度シリコーン樹脂塗料「ガードペイント」のみを3層

塗装する。微細なさびが残存しても高機能高耐候性の弾性塗膜によって強靭に環境遮断できるため素

地調整は3種ケレンで済み、イニシャルもランニングもコスト軽減となる。

透明ボルトキャップ(透明ボルトアイキャップ)

本技術は、透明ボルトキャップつばのみ接着工法で鋼構造物のボルトを防錆するものである。従来は

有色キャップ内に有色接着剤を充填していた。本技術の活用により、ボルトが劣化した場合、点検時

透視ができるので、早期対策が可能となり鋼構造物の安全性向上が図れる。

ニューコートポリウレアライニング工法

本技術は吹付け施工タイプのポリウレア樹脂を用いたコンクリート保護工法で従来はエポキシ樹脂と

ガラスクロスを用いた保護工法で対応していた。本技術の活用により塗膜表面の硬化が早く、1層で塗

膜が形成できるため、工程の短縮が図れる。

クリアピラーK工法

本技術は、橋梁等の鋼構造物の既存塗膜を環境対応型の水系塗膜剥離剤を用いて湿式で剥離除去する

技術です。水系のため火災のリスクが低減し、コスト削減も期待できる。また、毒性が低く、たれに

くい増粘剤を配合することにより環境負荷の低減及び施工性の向上が期待できる。

湿粒化研削材によるミストブラスト工法(湿粒ブラスト工法)

本工法は鋼構造物現場防食工事の1種ケレン仕様素地調整工に用いる湿式ブラスト工法であり、視認性

を確保できる安全な作業環境と水洗浄を行うために湿粒泥化した非金属系研削材を使用し、その材料

選択、加水混合比と研掃面の戻り錆対策を考慮した湿粒ブラスト工法である。

鱗片状亜鉛塗料による鋼材防食技術「ドラール処理」

本技術は鋼材及び亜鉛めっき鋼材に常温で塗装することで亜鉛の犠牲防食作用による防食性能を発揮

する高耐食性防錆塗料であり、従来は溶融亜鉛めっき JIS H 8641 HDZ55であった。本技術の活用によ

り、経済性、品質、施工性の向上が期待できる。

剥離抑制型防食塗料「αシリーズ」

本技術は、塗膜の線膨張係数αが小さい塗料を用いることで剥離リスクを低減する、長期防食性に優

れた防食塗装システムである。本技術を適用することにより、低コストかつ高耐久な鋼構造物の塗替

え塗装が可能となる。

IH塗膜剥離機を用いた分析用塗膜採取法

鋼橋等の塗料成分調査において、IH剥離機+スクレーパを用いて分析用塗膜を採取する方法で、従来

は、スクレーパ+サンダー+完全養生で対応していた。本技術の活用により、分析に適した試料を容易

に採取できるため、経済性、安全性および施工性が向上する。

超速硬化型下地調整材(KFロードメンテSB)

本技術は、橋梁上部工の床版防水工事の下地・不陸調整材で、従来は、セメント系下地調整塗材で対

応していた。本技術の活用により、早期に硬化・付着しかつ超速乾燥を実現したことにより施工後の

防水層に膨れや剥がれが生じなくなり、品質ならびに施工性の向上が図れる。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

ハクリタイトエコST

本技術は鋼構造物の塗装除去工において、水系剥離剤により旧塗膜を浸透・膨潤・軟化させ、容易に

除去できる塗膜除去技術であり、従来は高級アルコール系剥離剤であった。本技術の活用により、経

済性、安全性、品質、施工性の向上と 、環境への影響抑制が期待できる。

鋼橋の小規模補修用省工程塗料「超厚膜無溶剤系セラミックエポキシ樹脂

塗料」(ブラッシャブル-エス)

鋼橋塗装工（局部補修）に関する技術。狭隘部またはブラストが使えない腐食損傷箇所の部分的な塗

替え塗料で、従来は下塗りと中塗り4層、施工日数が4日以上必要であったが、下塗りと中塗りを合わ

せて1層での厚膜塗装が可能となり、工程短縮が期待できる。

IH塗膜剥離機（メクレル）

誘導加熱の原理を採用したケレン工による塗膜剥離を行う技術であり、従来は素地調整前の塗膜剥離

による。本技術の活用により、人力による塗膜剥離が可能となる結果、ブラスト研削材の不使用によ

る粉塵飛散の予防、剥離後の塗膜回収作業の効率化が期待される。

中性型水系剥離剤ECO「STRIPPER」 

本技術は中性型の水系ECOタイプの剥離剤のため生態影響が少なく安全配慮された工法であり、従来

技術は高級アルコール系剥離剤を使用していた。本技術の活用により鋼構造物及びコンクリート構造

物の旧塗膜を湿潤化させ効率よく安全に塗膜除去ができるため経済性が向上する。

循環式2ノズルバキュームブラスト工法

本技術はブラスト工法において、研削材を回収でき、2ノズルで2人同時施工が可能な工法技術であ

り、従来はブラスト法であった。本技術の活用により、経済性、施工性の向上、工程の短縮、地球環

境への影響抑制が期待できる。

環境型塗膜剥離剤「スケルトンシリーズ」

本技術は塗膜除去工において、たれづらく、人・環境に優しい塗膜剥離剤の技術であり、従来は、塗

膜剥離剤（高級アルコール系）で対応していた。本技術の活用により、経済性と安全性の向上、環境

へ負荷軽減、作業時の剥離剤のタレを顕著に抑止できるため施工性向上ができる。

溶融亜鉛めっきと防錆塗装被膜による複合表面処理技術「ディスゴ ルナ処理」

本技術は溶融亜鉛めっき JIS H 8641 HDZ35 上に高機能な防錆塗装被膜を塗布した、めっきと塗装の

複合表面処理技術であり、従来は溶融亜鉛めっきであった。本技術の活用により、長期耐候性向上に

よる品質向上が期待できる。

塩害対策用高遮断形下塗塗料「タイエンダー下塗」

本技術は、防食用塗装仕様として重要な性能である環境遮断性に特化した塗膜を形成し、特に腐食の

著しいとされる塩害環境下において極めて優れた耐久性を示す下塗塗料。本技術を適用することによ

り、高耐久かつライフサイクルコスト低減が可能となる。

塗料に代わる省工程(1日)重防食シート工法「メタモルシートシリーズ(貼る重防

食シート)」

本技術は亜鉛末を配合した粘着シートを「貼る」ことで重防食塗装と同等の防食性を付与することが

可能な材料です。従来の塗装作業(重防食塗装)は多くの工程・時間を必要としていたが、本技術を活用

することで作業の簡素化、省人化、省力化、工程工期短縮が期待できる。

鋼コンクリート合成壁高欄において側鋼板とコンクリート界面からの浸入水を防

ぐシール材「ブリッヂシール」

本技術は、鋼コンクリート合成壁高欄に関する技術である。側鋼板内側に反応接着型止水材を貼付て

コンクリート打設することで、界面からの浸入水を防ぐ技術で、従来は、水膨張性ゴムの設置で対応

していた。本技術の活用により、確実な止水が可能となる。

長期耐候性 錆転換防食塗装システム 「DeCK」

本技術は、鋼構造物の塗替え塗装に関する技術である。専用のエポキシ樹脂プライマーにより発錆リ

スクである赤錆を黒錆に転換し防食することができ、さらに超厚膜形ふっ素樹脂塗料を塗り重ねるこ

とで、長期耐候性も期待できる為、ライフサイクルコストの縮減が可能である。

全研削材・全工法対応型ブラストシステム（マルチメディア・ブラスト工法）

本技術はブラストに関する技術である。現場にてエアー（オープン）ブラストとバキュームブラスト

を適材適所で打ち分けること、バキューム装置を併せ活用してエアー（オープン）ブラストによる施

工でも研削材の回収、非金属系に加え金属系研削材の使用などを可能とした。

高耐候性タッチアップ用シール材（RACタッチ）

本技術は、鋼構造物部分補修用の耐候性フッ素樹脂フィルムと特殊粘着剤の一体化シールで、従来は

塗替え塗装で対応していた。本技術の活用により、シールを貼付するだけで施工が完了するため、施

工費が低減し経済性の向上と工程短縮が図れる。

アクアシールドスプレー

本技術は、水系さび止め塗料をエアゾール化した水系防錆スプレーで、従来は刷毛塗りで対応してい

た。本技術の活用により塗装準備（計量、撹拌作業、刷毛洗浄作業等）が省略でき、塗装作業も容易

となるため、施工性の向上が図れる。

ロック水系ハクリ工法

本技術は、橋梁などの鋼構造物の既存塗膜をロックリムーバーAQを使用して剥離する湿式剥離工法

で、従来は乾式ブラスト工法で対応していた。本技術の活用により、粉塵抑制や有害物質の飛散抑

制、研削材の産業廃棄物の発生抑制が図れる。

M-CSCシステム

本技術は、鋼構造物の塗替え塗装における防錆塗装技術で、従来は主に、ジンクリッチペイントで対

応していた。本技術の活用により、劣化因子である塩化物イオンを吸着・固定し、塗膜の再劣化を防

止できるため、塗膜の長期防錆性（品質）の向上が図れる。

特化則、有機則に抵触しない水性防錆スプレー（水性サビナー）

本技術は、労働安全衛生法の特化則、有機則に抵触しない水性塗料をエアゾール化したスプレーで、

従来は、有機溶剤防錆スプレーで対応していた。本技術の活用により、使用が制限されていた閉鎖空

間で活用でき、作業員や周辺環境への影響も少なく、安全に防錆工が可能になる。

ソルティガードシステム工法

本技術は、特殊な変性エポキシ樹脂下塗塗料と耐塩害用厚膜系ふっ素樹脂上塗塗料を組合せた塩害対

策塗装工法で、従来は塗替塗装(Rc－Ⅰ系)で対応していた。本技術の活用により、3層でも1度の施工

で40年以上の長期耐久性を確保することが可能となるため、品質の向上が図れる。

ルビゴールシステム

本技術は鋼道路橋・一般外面の塗替えにおいてRC-Ⅰ塗装系素地調整が出来ない箇所等に適用可能な

塗装工法の技術であり、従来はRc-Ⅰ塗装系であった。本技術の活用により工数削減による施工性、

LCCの向上、工程短縮、水性塗料使用による作業員・地球環境の影響抑制期待できる

塩分除去洗浄による戻り錆び対策工法

本技術は、鋼表面の付着残存塩分を高圧水洗浄で除去する時に発生する戻り錆びを抑制する工法であ

り、従来技術は錆び清掃用乾式2次ブラスト工法で対応する。本技術の活用により気化水溶性防錆剤を

希釈添加した水洗浄が2次ブラスト工程を省略し、品質確保が期待できる。

FAITH21　ADVANCE（防錆水性コート材）

本技術は、炭素繊維を含有した無機系防錆プライマーによる防錆塗装で、従来はエポキシ樹脂系塗料

等による防錆塗装で対応していた。本技術の活用により鋼構造物の防錆および鉄筋コンクリート構造

物等の防水等に優れた効果を発揮するため、耐久性の向上が図れる。

クリスタルジュエリー工法

本技術は、耐塩害性に優れた防食処理をする工法であり、従来技術は支承金属溶射工で対応をしてい

た。 本技術の活用により支承、添接部、隙間等の鋼材防錆処理の他に、ゴムのオゾン劣化抑制やコン

クリートの中性化予防が可能であり経済性、施工性、品質、可視化等が向上する。

循環式オープンブラスト工法

本技術は、高圧縮空気（1.0Mpa）で運転し、研削材の循環再利用を可能としたブラスト工法であり、

従来技術は一般的なブラスト工法であった。本技術活用により遠距離施工が可能で、研削材の循環再

利用する事で産業廃棄物発生量の削減ができ、経済性や工期短縮が期待できる。

セレクトコートさび鉄構造物リニューアル工法

本技術は赤錆を黒錆転換・不働態被膜化し、化学的な除錆と防錆を行う技術であり、層状等の浮きサ

ビのみを除錆処理する簡易な素地調整で塗替塗装等が可能。従来はブラスト等で錆を完全除去してい

たが、本技術の活用により所要防錆性確保の低コスト化、工期短縮が期待できる。

湿乾併用ブラストによる「ウェット＆ドライブラスト工法」

本技術はブラストに関する技術である。湿式ブラストにより作業中の粉塵を抑制し、施工後の戻り錆

は仕上げとして乾式ブラストを行う。これらを資機材を変更することなく1台で実現する。また、本工

法は、剥離剤等の補助工法を使用することなく有害物質含有塗膜を除去できる。

移動式オートチッパー工法

本技術は、コンクリート床版脆弱部のはつりにおいて、ウォータージェットによる自走式床版はつり

機を用いた工法で、従来は、人力はつり作業で対応していた。本技術の活用により、低騒音・低振動

での施工が可能となるため、周辺環境への影響抑制が図れる。

循環式ブラスト工法

耐摩耗性及び靭性の高い研削材を使用し、同材の循環再利用が可能なブラスト技術。従来の非循環型

エアーブラスト工法と比べ、本技術は耐摩耗性等の向上により研削材が破損しにくくなると同時に、

鋼材表面に突き刺さりのない塗膜形成が可能となり、錆の発生防止が図れる。

水系中性剥離剤による湿式塗膜剥離回収工法「ＰＳリムーバー工法」

水系中性剥離剤のシャワー状の連続吹付、高圧洗浄及び洗浄水回収システムの採用により、既存塗膜

の回収を行う工法。従来の刷毛やローラー工具を使用して水系酸性剥離剤を塗布する剥離工法と比較

して鋼材形状に制約されにくく、塗膜除去作業の効率化、安全性の向上が図れる。

コンクリートの塩害状況迅速診断システム

本技術は、自動試料微粉砕装置と蛍光X線分析法を組み合わせた、コンクリートの塩害状況診断システ

ムである。従来は、手動粉砕と電位差滴定法で対応していた。本技術の活用により、試料粉砕と塩化

物イオン濃度測定時間が短縮できるため、施工性の向上と工程の短縮が図れる。

ハイブリッドAlMg溶射工法

本技術はAlMg溶射を用いた重防食工法であり、従来はRc-I(＋増塗り)塗替え塗装工法で対応してい

た。従来技術は1種ケレン素地調整が必須であったが、高浸透型封孔処理剤の採用により、2種ケレン

でも重防食が可能になり、工程短縮、コスト縮減に繋げた。

エコクリーン超耐摩耗吸引ホース

本技術は、循環式ブラスト工法で使用する吸引用ホースであり、従来技術は、鋼芯入り吸引ホースで

対応していた。本技術の活用により、耐摩耗性が向上しホース破損による塗膜クズの飛散事故発生リ

スクが減少し、安全性と周辺環境が向上することが期待される。
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推奨技術
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奨技術
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促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

環境配慮型塗膜剥離剤「ペイントール」

本技術は、鋼構造物の既存塗膜を湿潤膨潤させ剥離する技術である。従来は、高級アルコール系剥離

剤で対応していた。本技術は、安全性が高く健康被害を抑えることができるため、環境負荷軽減によ

る地球環境への影響抑制、施工性の向上が期待できる。

タイタンコート防錆塗装工法

本技術は鋼構造物の塗替えにおいて発錆を抑制する防食工法であり、従来はＲｃ－Ⅰ塗装系で対応し

ていた。本技術の活用により、錆転換機能を持つ防錆層および無機成分の厚膜の保護層で再腐食を抑

え、重塩害環境においてもコストを抑えながら鋼構造物の長寿命化が図れる。

ソルトリッパー

本技術は、鋼構造物における素地調整後の鋼材に残存する塩分について、塗布型可剥材料により行う

技術で、従来は水洗いで対応していた。本技術の活用により、廃水の発生を抑制できることから、周

辺環境への影響抑制が図れる。

リユースブラスト工法

本技術は、高圧圧縮空気（圧力：約1.5MPa）を使用することで、従来は約0.7MPaの圧縮空気を使用

することで対応していた。本技術の活用により、遠距離の施工や研削材使用量の削減、回収した研削

材と塗膜カスを分離し、研削材が再利用でき、リサイクル性の向上が図れる。

コンクリート接触面表面調整剤「CSサンド」

本技術は、コンクリートと接触する鋼材面へ適用してコンクリートを打設することで、鋼材とコンク

リートの付着力を向上させ、劣化因子の侵入・滞留を抑制でき鋼材の防錆効果が向上する。本技術の

活用により、複合構造物の耐久性向上が期待できる。

サビシャットスプレー

本技術はさび層中の水分を除去し、腐食性イオンを無害化する技術で、4種ケレン(清掃ケレン)とスプ

レー式の塗付作業での施工が可能である。従来のスプレー式の簡易補修用防錆スプレーと比較し、高

い防錆効果が期待できる。

透明ボルトキャップ（シェルポンズ）

誰でも簡単に設置できる鋼橋の高力ボルト用防錆キャップで、落下時のフェイルセーフとして連結ワ

イヤーでキャップ同士をつなげている。従来のキャップは樹脂接着のため施工に時間がかかっていた

が、本技術の活用により特殊作業の削減、キャップ落下の危険性低減が期待できる。

パワー防錆NKRN-66

本材料は、鋼構造物の補修に用いる、密着成分を超微粒子に改良した変性エポキシ樹脂防錆補修剤で

ある。従来は、鋼板の当て板を溶接と塗装により行っていた。本技術の活用することにより、溶接作

業が不要となるため、工程の短縮の短縮及び経済性が図れる。

複合型ケイ酸塩系鉄筋防錆材「リフレ防錆コートZN」

本技術は鋼材に用いる防錆材であり、従来技術は亜硝酸リチウム＋モルタルの組み合わせで対応して

いた。本技術の活用により、施工期間の短縮や省力化および防錆効果の向上が期待できる。

透明防錆ボルトキャップ「BBCAP」

本技術は、シリコーン製の透明防錆ボルトキャップであり、従来は有色塩化ビニルキャップで対応し

ていた。本技術の活用により、経年劣化が起きにくく、点検時にキャップを取らずに内部のボルトの

緩みや腐食が見えるため、点検施工性が向上する。

クリーンブラスターバキュームブラスト工法

吸引回収した粉じんを複数のフィルターで捕集するバキュームブラスト工法。従来は１種ケレン（ブ

ラスト工法）で対応していた。本技術の活用により、吸引回収された粉じんが複数のフィルターによ

り清浄化し排気されるため、作業環境の向上が期待される。

塗膜除去養生用「EMシート」

鋼構造物の塗膜補修維持工事を行う際に、塗装面に取り付けて粉塵拡散を防止する養生シート。従来

は作業をする周囲のシート養生等と保護具の着用で対応していた。本技術により周囲のシート養生

等、保護具の着用が不要となり、経済性、工程、施工性の向上が図れる。

補強布を用いないFRP防食工法

ローラー・刷毛・コテ等で塗装することで、防食被膜を形成するコンクリート構造物等の防食被覆工

法。従来技術で必要とされたガラスマットの裁断、割付、含浸脱泡工程を省略することが出来る。本

技術の活用により、作業性の向上、コストの低減が期待できる。

環境遮断型耐候性材料「KMキャップ・KMフィルム」

連結板とボルト部で構成される連結部全体を、透明なキャップとフィルムで保護する防錆・防食技

術。従来の有色ボルトキャップによりボルト部のみ保護する工法よりも、点検時の視認性を長期間維

持可能で、部材コバ面を含めた広範囲への防錆性能の向上が期待できる。

植物系研削材によるブラスト「ボタニカルブラスト工法」

塗替塗装の素地調整（ケレン）に関する技術。従来は動力工具等を用いて施工していたが、硬度の低

い、植物系研削材(コーン、クルミなど)を使用したブラスト施工としたことで、健全な塗膜（上塗・下

塗）を残しつつ脆弱で付着していない層のみを効率よく塗膜除去できる工法である。

可搬式レーザクリーニング装置

本技術は、橋梁等の鋼構造物における部分清掃に可搬式の低出力パルスレーザクリーニング装置を用

いることで、鋼材表面の清掃や素地調整を行う技術である。従来は動力工具にて対応していた。本技

術により素地品質の向上、作業効率の向上が図れる。

シラン系鉄筋腐食抑制混和剤「プロテクトシル＠ WA CIT」

本技術はシラン系腐食抑制混和剤を用いたポリマーセメントモルタルで断面修復をする技術で、従来

は亜硝酸カルシウム系やアミン系を用いていた。本技術の活用により、鉄筋表面に黒さび（Fe3O4）

の形成が顕著であるため、品質が向上する。

狭あい部防食対策「クリアプロテクト工法」

本技術は、支承・ボルト等を高耐候性防水材（透明なシリコーン樹脂）で封じ込み防錆する技術で、

従来は重防食塗装(Rc-Ⅰ塗装系)による塗替え塗装で対応していた。本技術の活用により、工程短縮

と、経済性・品質・施工性向上と作業環境の改善が期待できる。

高防食耐久性塗料「ダンジオーラE下塗」

本技術は、大気環境における鋼構造物を対象とした下塗り塗料であり、従来は一般的な変性エポキシ

樹脂塗料下塗りで対応していた。本技術の活用により、素地調整の簡易化、防食品質向上によるライ

フサイクルコストの低減、施工時の制約条件の減少が期待できる。

ブラスト除せい度チェッカー「ＷＡクリーン」

本技術は、ブラスト作業後の除せい度をデジタルで色差として定量的に評価・記録する製品で、従来は

標準写真との対比による目視確認で対応していた。本技術の活用により、速やかな確認が可能で工程

短縮となる。

ニッシンボンド

コンクリート打ち継ぎ時に使用する接着剤。従来は、接着剤の多くが毒物・劇物指定であったが、本

技術は毒物劇物フリーとした。本技術の活用により、作業環境の向上、周辺環境への影響抑制が図ら

れ、安全性及び品質の向上が期待できる。

KSボンド

既設構造物とフレッシュコンクリート間に用いる土木用高耐久型エポキシ系接着剤。従来は、モルタ

ル・コンクリート塗り継ぎ用エポキシ樹脂系接着剤で対応していた。本技術の活用により、接着効果

が確実に高くなるため、品質、安全性、経済性の向上が期待できる。

CCF「小型コンクリートフィニッシャ」

本技術は、橋梁補修補強工(上面増厚工)に使用するコンクリート舗装機械で、従来は増厚専用コンク

リートフィニッシャで対応していた。本技術の活用により、クレーン付きトラック(4t車)による運搬・

荷下ろしが可能となり、経済性や安全性さらに施工性の向上が図れる。

N・Sグリッド工法

本技術は、CFRPグリッドとフライアッシュ(10％超)入りのポリマーセメントモルタルでコンクリート

構造物を補修・補強する技術である。従来の補強鉄筋増厚工法との比較では、グリッドの軽量化が図

れるとともにモルタルの打設厚を薄くできる。

床版上面薄層増厚補強工法「スラブガード工法」

本技術は既設コンクリート床版の上面に鋼繊維を配合した超高強度で緻密なモルタルを厚さ20mmの

薄層で打設して補強・補修を行う工法で、従来はSFRCによる床版上面増厚工法で対応していた。本技

術の活用により高い防水性、遮塩性等を確保できるため、品質の向上が図れる。

ウォータージェットはつり処理工法 (ジェットマスター JMK-2100)

本技術は超高圧水によりコンクリート床版のはつり作業を行う工法です。人力では保持が不可能で

あった、大水量の超高圧水を機械に保持させ自動制御させることで、施工箇所に対し安定的、均一に

噴射します。ウォータージェット工法の安全性と品質の向上に貢献します。

橋梁用FRP水切り板

橋梁の地覆や床版の下面及び側面からの桁、支承への伝い水を防止する製品。凍結防止剤等に対する

腐食の懸念が無いFRPを使用した水切り板である。コンクリートアンカーとシーリングでの施工の

為、現場の凹凸にも柔軟に対応可能な製品である。

コンクリート製壁高欄における塩化物イオンの吸い上げ低減工法

本技術は、RC壁高欄の塩害対策に関する技術である。高欄内側下部に設けた切欠＋軟質ゴム充填によ

り塩化物イオンの吸い上げを低減する技術で、従来は、表面含浸材塗布工法で対応していた。本技術

の活用により、より確実な劣化因子の侵入抑制が可能となる。

ブリッジプラスアルファ連続タイプを用いた 橋梁拡幅工法

本技術は既設橋梁を連続構造の鋼製地覆で道路拡幅をする技術である。従来は鉄筋コンクリート製地

覆で対応していた。本技術の活用により、衝突荷重を分散しつつ死荷重を軽減でき、また工場製作の

地覆ユニットの現場設置が可能となり、品質・施工性の向上と工期短縮が図れる。

M＆Nコイル

本技術は、鉄筋の周囲に補助鋼線を螺旋状に配置することで鉄筋コンクリートを補強する技術で、従

来は異形鉄筋のみで対応していた。本技術の活用で、コンクリートの初期剛性等の強度増加による品

質の向上、大きなひび割れが抑制されることによる安全性の向上が期待できる。

ウォータージェットはつり工法

本技術は、油圧ショベルにウォータージェット（WJ）装置と制御装置を搭載したWJ切削機を用いるは

つり工法であり、従来はウォータージェットハンドガンで対応していた。本技術の活用により、労務

費の削減等が可能となるため、経済性および安全性の向上が期待される。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

密閉ゴム型コンパクト可動固定支承(HPB)

本技術は密閉ゴム型コンパクト可動固定支承によって既存支承と比較して支承高さを低減させる製品

で、従来は密閉ゴム支承板支承で対応していた。本技術の活用により、橋梁用支承がコンパクトにな

ることで、施工性が向上することに加え、経済性の向上が期待できる。

バルーンジャッキ(SBJ・KBJ)

本技術は、円形の鋼板を張り合わせたシンプルな構造でかつ極めて薄い形状のジャッキであり、従来

は油圧式の土木工事用ジャッキで対応していた。本技術の活用により、仮設ブラケットなどの仮設材

の設置が不要となるので、経済性の向上と工程の短縮が図れる。

アンカー削孔中心表示冶具

アンカー削孔箇所にターゲット冶具を挿入することで、正確な孔中心にターゲットを設置することが

できる技術で、削孔箇所に設置したターゲット取付け冶具をカメラ撮影することで、3次元モデルによ

る出来形寸法の計測ができ、品質の向上が期待できる。

ペタルファスナー

本製品はボルトナットの緩み脱落を防止する金具である。従来はフリクションリング内蔵型ナットで

対応していた。本製品を活用することにより維持管理が軽減され、品質及び経済性が向上する。

高性能型高減衰ゴム支承「HDReX」

本技術は、特殊ゴム材料を使用し減衰性能を大幅に向上させた免震支承で、従来は、超高減衰ゴム支

承「HDR-S」で対応していた。本技術の活用により、支承部の地震時応答を低減し、コスト縮減が期

待できる。

遠隔監視が可能な液体圧力モニタリングシステムによる圧力管理工法

「エキアツミエルカ」

本技術は最大５０台の圧力センサデバイスで計測した圧力データをＷＥＢページ上で一括管理する技

術である。従来はアナログ式圧力センサを目視確認していたが、本技術の活用により、圧力センサ設

置位置に立ち入ることなくデータを取得できる為、省力化が図れる。

遮塩性向上型無収縮モルタル「プレユーロックスAS」

本技術は、アルミノシリケート混和材配合により、遮塩性が向上した無収縮モルタルで、従来は汎用

的な無収縮モルタルで対応していた。本技術の活用により、組織を緻密化でき、塩分や水分の浸透の

抑制が可能となるため、品質（耐久性）の向上が図れる。

支承管理情報提供システム「インテリジェント支承」

本技術は、スマートフォン等でアルミ製QRタグを読み取ることにより橋梁支承部の管理情報の閲覧が

可能なシステムである。従来は、支承図面や過去の点検調書資料等を持参し確認していた。本技術の

活用により、確認すべき点検調書の取違いを防げるため施工性の向上が図られる。

エポキシ樹脂で被覆したPC鋼より線を用いた金属製グラウンドアンカー

本技術は,アンカー体をスパイラル筋で補強するとともに,耐食性材料のみで構成したグラウンドアン

カーであり,従来は二重防食複合PC鋼より線束アンカーを用いていた。本技術の活用によりアンカーの

耐久性が向上し,維持管理を含めたトータルコストの低減が期待できる。

積層型再定着工法

本技術は緊張余長の短いグラウンドアンカーの再定着工法で、従来は再定着工法で対応していた。本

技術の活用により孔壁の拡孔及び受圧板の取替えを行わずに、再定着が可能になったことにより、工

程が短縮でき、かつ費用縮減(経済性の向上)が図れる。

ロード・リリーサー

本技術は緊張余長が短い、過緊張、腐食の著しいナット定着式グラウンドアンカーを安全に除荷でき

る技術で、従来はナットを人力破砕し除荷していた。本技術の活用により作業効率が向上し、コスト

削減及び工程の短縮が図れ、アンカーテンドンを傷つけず除荷が可能となる。

EHDアンカーHP工法

本技術はグラウンドアンカー工で、従来は頭部充填グリースと背面止水構造のVSLアンカー工法で対

応したが、アンカー頭部で新規に透明キャップ･グリースレス定着具･プレート止水構造を採用した。

本技術の活用により経済性、安全性、品質性、環境性の向上が期待できる。

無線遠隔操作式ドリルロッド着脱機

本技術はボーリング作業時のロッドの着脱を無線遠隔操作により可能とする技術で、従来は人力作業

で行っていた。本技術の活用によりロッドの着脱を人の手を介さずにロッドハンドリングシステム

（以下「RHS」）を使用することで安全に作業ができるため安全性が向上する。

二重管自動削孔機（A-RPD）

本技術は削孔作業の自動化技術であり、従来技術は人力によるケーシングの接続・抜管作業や手動に

よる機械操作で対応していた。本技術の活用により、自動で削孔・接続・抜管作業ができ、さらに

は、少人数で複数台の同時施工ができるため、安全性および生産性の向上が図れる。

NFKパネル工法

繊維シート等の補強材を高強度で耐久性に優れたパネルにした成型版補強工法で、従来は、鋼板接着

工法で対応していた。パネルサイズは大きくなったが、軽量化により施工性や安全性が向上、工程の

短縮が図れることにより経済性の向上も図れる。

耐候性ナイロン12製結束バンド

本技術は耐候性ナイロン12製結束バンドで、従来は耐候性ナイロン66製結束バンドで対応していた。

本技術の活用により、耐塩害性による屋外環境での安全性が向上し、また初期投資はかかるもののラ

ンニングコスト削減によりトータルコストでの経済性の向上も図られる。

耐疲労性向上溶接材料および施工法

本技術は溶接継手の疲労特性を向上させる技術で、従来はグラインダによる止端処理で対応してい

た。本技術の活用により構造物の耐久性が向上するとともに、処理速度向上による施工性および経済

性の改善が図れます。

バイオハクリX-WB

本技術は、鋼構造物の塗膜を除去する、水系塗膜剥離剤で、従来はアルコール系塗膜剥離剤で対応し

ていた。本技術の活用により、既存塗膜が剥離しやすくなるため、工程の短縮が期待できる。

USアンカー

本技術は、鉄筋径と同じネジ径を確保したアンカー工法で、従来は、鉄筋径より小さいネジ径のアン

カー工法で対応していた。本技術の活用により同一鉄筋径でのアンカーで耐力が上がることによる品

質の向上、経済性の向上、再資源化処理量(コア殻)の減少が図れます。

ポリマーセメントモルタル(ゴムラテックスモルタル)型充填材

本技術は、鋼材とコンクリートとの複合構造物や鋼材とコンクリートの境界部等について、コンク

リート打設時に充填不良が懸念される狭隘な箇所への事前充填を行い、施工による充填不良を防止で

きるポリマーセメントモルタル型の充填材です。

鋳心管(いしんかん)「橋梁用排水パイプ」

本技術は、床版上の滞留水排除を行う同径成形の橋梁用排水パイプである。従来技術では異径成形の

削孔による施工が行われていた。本技術の活用により現場施工が効率化されるため、施工性の向上、

工期短縮などが期待できる。

メタルジョイント KC-A、YC-A

本技術は、止水性・耐久性に優れた橋梁用伸縮装置で、従来は鋼製フィンガージョイントで対応して

いた。本技術の活用により、専用の接続方法により止水性が向上。また、部材見直しにより耐久性が

向上。これにより本体をコンパクトにでき経済性、施工性の向上が図れる。

ガッチリ浸透プライマーW/ガッチリ浸透プライマー寒冷地

本技術は、劣化した無機質系材料の表層脆弱部に浸透し強化する下地処理材で、従来は脆弱層のケレ

ン後、モルタル接着増強剤(吸水調整剤)の塗布で対応していた。本技術の活用により、脆弱層を強化し

ケレンを省略することができるため、経済性の向上が図れます。

環境負荷物質を低減した高耐食溶融亜鉛めっき

本技術は、環境負荷物質(六価クロム、鉛、カドミウム等)を低減した高耐食の溶融亜鉛めっきであり、

従来においては、、環境負荷物質(六価クロム、鉛、カドミウム等)を多く含有していた。本技術の活用

により、耐久性の向上が期待でき、環境負荷を低減する事ができる。

導体ゴムセンサを用いた電気抵抗式水分計による水分管理システム

本技術はコンクリート面に表面粗さがある場合でも安定した水分測定が行える技術である。従来は高

周波水分計で測定を行っていたが、表面粗さのある面での測定が安定しない傾向にあった。本技術の

活用により、粗さのある面であっても安定した値での測定が可能となる。

伸縮装置及び床版防水の一体化工法(ARCHIST ONEPIECE-GEL SYSTEM工法)

本工法は、同じアスファルト乳剤系の伸縮材と防水材を使用することで伸縮装置設置工と塗膜系床版

防水工の工期短縮と品質の向上を実現し、橋梁に伸縮装置機能と防水機能を保持させる工法です。

ペリカンリムーバー

本技術は、旧塗膜に塗膜剥離剤を塗布することで、塗膜を軟化・膨潤させて湿潤状態で容易に除去で

きる塗膜除去工法であり、従来はブラスト工(素地調整程度2種)であった。本技術の活用により、経済

性の向上、工程短縮、周辺環境への影響抑制が期待できる。

環境に優しい高耐久性結束バンド「ガルバロック」

植物由来の耐候性ナイロン11製結束バンドで環境に優しく、耐候性、耐塩害性、耐熱性に優れる、従

来は耐候性ナイロン66製結束バンドを使用していた。本技術の活用により、屋外長期の耐久性が期待

でき、初期コストは掛かるが、ライフサイクルコストの削減が可能となる。

ネオハクリ工法

本技術は鋼構造物用中性型水系塗膜剥離剤(環境対応)を使用して鋼構造物の塗膜を湿潤状態で除去する

技術である。 旧塗膜中に含まれる有害物質を湿潤状態で除去でき、粉じん・騒音の低減による作業環

境改善、さらに産業廃棄物量を低減する事で経済性の向上が期待できる。

疲労強度改善型フェルール

橋梁の主桁部に配置する頭付きスタッド溶接部の疲労強度を向上させる技術で、従来は、標準タイプ

のフェルールで対応していた。本技術の活用により、スタッド溶接部の疲労寿命を約1.5～1.8倍向上で

きるため、橋梁の長寿命化が期待できる。

高強度スタッドボルト

鋼床版のUリブ補強に用いる下面から施工可能な摩擦接合用スタッドボルトで、従来は、交通規制と

舗装版撤去が必要な摩擦接合用高強度ボルトによる鋼板補強で対応していた。本技術の活用により、

供用しながらの補強工事が可能となるため、経済性や施工性が向上する。

スタッド上向き溶接システム

鋼構造物の上向き補修・補強に用いる表面側から施工するスタッドの溶接システムで、従来は、垂直

目視確認を伴うスタッド上向き溶接で対応していた。本技術の活用により、溶接精度が向上し、再溶

接のリスクを軽減できるため、施工性が向上する。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

フィンガーフレックスジョイント

本技術はユニット化と乾式止水材を採用し、止水材の耐久性を向上・製品高さを減少させた橋梁用伸

縮装置で、従来は弾性シール材を用いた鋼製フィンガージョイントで対応していた。本技術の活用に

より、経済性・耐久性の向上、施工時間の短縮が期待できる。

Rアンカー

本技術は仮設材設置に用いる抜取り可能な接着系あと施工アンカー技術で、従来はエポキシ樹脂を用

いた施工および母材のはつり、ボルト切断による撤去にて対応していた。本技術の活用により、撤去

時に母材のはつりやボルトの切断が不要となり、施工性・経済性の向上が図れる。

ポリウレア樹脂(ライノ・エクストリーム)を用いた道路橋・伸縮装置の防水補修工法

本技術は、ポリウレア樹脂を用いた道路橋・伸縮装置の防水補修工法で、従来は、弾性シーリング材

充填工法等で対応していた。本技術の活用により、短期間でより耐久性に優れた防水塗膜を形成する

事ができ、道路橋・伸縮装置の長寿命化が図れる。

PC-Rev工法

本技術は、PCグラウト充てん不足部を補修する工法で、従来はグラウト再注入工法で対応していた。

本技術の活用により、僅か15.5mm径の削孔だけで補修処理を完結でき、精度の良い空洞量推定をする

ことで適切な注入量管理ができ、高い施工品質の確保が期待できる。

アルカリ反応型高圧注入剤(アウターシール剤)

本技術は、コンクリート構造物の漏水をアルカリ反応により成長した結晶構造体で止水する注入工法

であり、従来はエポキシ樹脂の注入で対応していた。本技術の活用により、止水能力の向上、粘性度

調整によりひび割れ幅の対応範囲が広がり施工性向上が期待できる。

循環式ショットピーニング工法

本技術は循環式ブラスト工法の資機材を用いて、既設橋梁溶接部にショットピーニングを施す技術で

あり、投射時間や圧力管理による施工管理や蛍光塗料とカバレージチェッカーを用いることによる出

来形管理方法を確立し、既設橋梁での対応を可能とした技術である。

ウォーターカッター

本技術は橋梁補修工事時に橋梁桁端部に設置する水切り材である。従来技術は一般的に発泡ポリスチ

レン製面木を接着剤にて橋梁桁端部に取り付けていたが、本新技術ではEPDMゴム発泡体を素材とし

使用することにより、従来技術より耐候性の面で優位性がある。

ST式桁接着工法「U-ウエッジフレーム工法」

本技術は橋梁耐震補強工における変位拘束装置とT桁を連結するために桁を貫通しないブラケットを使

用した工法であり、従来は桁定着ブラケット(アンカーボルト式)を使用していた。本技術の活用によ

り、経済性、施工性の向上、工期短縮が期待できる。

ST式T型ストッパー

本技術は地震時に水平方向(橋軸方向および橋軸直角方向)と上揚力に対して緩衝機能を有している桁の

落下防止装置であり、従来はアンカーバー方式による変位拘束構造で対応していた。本技術の活用に

より経済性、品質の向上、工程短縮が期待できる。

桁端部側方型充填工法

本技術は、PC・RC橋の桁端部遊間部において桁の側面より防水材を用いて排水構造を構築する技術で

あり、従来は、弾性シール材充填工法で対応していた。本技術の活用により、工程短縮、施工性の向

上、周辺環境への影響抑制が期待できる。

摩擦接合用高力ボルト継手接合面のすべり係数を確保する錆促進剤

「ヒットロックK」

本技術は、摩擦接合面に赤錆を発生させる促進剤を塗布してすべり係数を確保する技術で、従来はブ

ラスト工法で対応していた。本技術の活用により研磨材の回収不要かつ騒音も小さくなり、作業も効

率化されるので、周辺環境への影響抑制、工程短縮、経済性の向上が図れる。

ダイナミックレジン クリアタフレジン工法

本技術は、特殊透明樹脂と特殊繊維シートの組合わせにより、コンクリート片のはく落を防止する技

術であり、従来はガラスクロス接着工法で対応していた。本技術の活用により、施工後下地の劣化状

況を目視により確認ができるため、点検及び維持管理が容易となる。

J-UPブレース

本技術は、橋梁の上部工と下部工の間に設置することによって、耐震性能を向上させる技術で、従来

は橋脚、橋台RC巻立て補強等で対応していた。本技術の活用により、土工事やRC巻立て補強工事が必

要なくなるので、経済性の向上が図れる。

高性能小口径杭工法「ハイスペックマイクロパイル工法」

本技術は、ボーリングマシンを用いて二重管削孔し、鋼管+グラウト充填で定着させる小口径合成鋼管

杭工法で、従来は、マイクロパイル工法で対応していた。本技術の活用により、汎用的な施工機械と

長尺鋼管の使用によって継手の削減が可能となるため、経済性の向上が図れる。

簡易給水方式による脱塩、再アルカリ化および電着工法(塩害対策)

本技術は、塩害や中性化により劣化したコンクリートを健全な状態に回復できる電気化学的補修工法

で、従来は断面修復工法で対応していた。本技術の活用により、既設コンクリートのはつり作業が低

減され、施工性の向上と周辺環境への影響抑制が図れる。

簡易給水方式による脱塩、再アルカリ化および電着工法(中性化対策)

本技術は、塩害や中性化により劣化したコンクリートを健全な状態に回復できる電気化学的補修工法

で、従来は断面修復工法で対応していた。本技術の活用により、既設コンクリートのはつり作業が低

減され、施工性の向上と周辺環境への影響抑制が図れる。

橋梁用 天板プレート一体型ステンレス排水装置(TS-PL＿PIPE)

本技術は橋梁排水工に使用するプレート一体のステンレス製排水装置です。薄型軽量による施工性、

安全性の向上、既設管全体を覆うプレートにより施工性、止水性、景観の向上が図れます。

エコクリーンクールスーツ

本技術は、夏季の密閉された足場内で有害塗膜除去のブラスト作業時に使用する熱中症対策の装備と

して、又特定粉じん作業における有効な呼吸用保護具(送気マスク)として使用できる。従来は、化学防

護服と電動ファン付呼吸用保護具を着用の為熱中症になる危険性があった。

アルミ合金製伸縮装置(Axpan(アクスパン))

本技術は、下面からのパッキン取替えと小分割施工を可能としたアルミ合金製の橋梁用伸縮装置で、

従来は鋼製フィンガージョイントで対応していた。本技術を活用することにより、耐久性・施工性の向

上が期待でき、ライフサイクルコストの削減を図ることができる。

エコクリーンブラストシート

本技術は、高い耐久性と柔軟性を兼ね備えたブラスト用養生シートです。従来は防炎シートで対応し

ていました。本技術を活用することにより、従来のような破損に伴う補修・交換が不要になり、また

敷設しやすさも加わり、作業効率と安全性が格段に向上します。

リフレッシュジョイント工法(REJ工法)

橋梁用伸縮継手装置(ゴム系ジョイント)の補修について、狭小部でも素地調整可能なブラストとシー

リングにより止水機能を回復させる工法で、従来は、3種ケレン+シーリングで対応していた。本技術

の活用により、伸縮継手の錆を確実に除去できるため、品質が向上する。

高機能床版排水パイプ

高機能床版排水パイプ(クワトロ･ドレーン)は道路橋における床版の水抜きをする製品で、従来はシン

プルな構造の水抜きパイプ(スラブドレーンなど)が用いられてきた。 本技術の活用によりコスト縮減

が図られ、品質の向上が期待できる。

スーパーリードジョイント・F型

本技術は、橋梁用小型伸縮装置において簡素な方法で止水機能の回復を図る技術である。 従来は止水

ゴムの一部破損に対して橋梁用伸縮装置ごと交換していたが、 本技術の活用により補修に関する経済

性向上や橋梁自体の品質向上などが期待できる。

鋼構造物表面処理用レーザークリーニング工法（JPL工法）

本技術は、橋梁等の素地調整において、高パワーパルスレーザー照射及び集塵システムの採用により

塗膜・錆を除去する技術である。従来はオープンブラストによる。本技術のレーザー照射のプラズマ

効果等により、作業環境の向上、周辺環境への影響の低減などが図れる。

ダイス・ロッド式摩擦ダンパー(DRF-DP)による橋梁耐震技術

本技術(DRF-DP)は橋梁についてレベル1地震動には支承部の固定部材として働き桁ズレを防止、レベ

ル2地震動には橋脚が受ける桁からの水平力を減じる技術である。従来は支承付属の治具(サイドブ

ロック)で対応していた。本技術によりレベル2地震動時の耐震性が確保できる。

FRPマンホール　D・FRP-PLEXUS

本技術は、鋼製橋脚・桁向けの止水構造付きFRP製マンホール蓋と接着材を用いた接合方法で、従来

はゴムパッキンを取付けた鋼製マンホール蓋をボルトで締結する接合方法で対応していた。本技術の

活用により、内部への漏水を物理的に遮断し、橋脚・桁の耐久性向上が図れる。

仮締切防水シート工法

本技術は仮締切工で枠の止水方法を防水シートに変えた技術であり、従来は潜水工の水中施工による

仮締切用ライナープレート組立工法であった。技術活用で水中施工軽減とライナープレート再使用に

より経済性、安全性、施工性、リサイクル性の向上と、工程短縮が期待できる。

K-PREX工法

K-PREX工法は、既設コンクリート構造物の内部に固定定着した緊張材を用いて、既設部材および増設

部材をプレストレスにより補強する技術である。

鋼構造物の疲労き裂部における補修・補強(KMリフト)工法

本技術は鋼構造物の疲労き裂に対してKMリフトを用いた補強工法(支圧接合用高力ボルトによる接合)

であり、従来は当て板ボルト工法にて対応していた。本工法の活用により、疲労き裂部の応力集中を

低減させ、かつ施工効率を大幅に向上させることに期待できる。

ダブルブラスト

湿潤ブラストによる塗膜除去と乾式ブラストによる除錆を組み合わせた工法。鉛など有害物質を含む

塗膜も安全確実に除去でき、鋼道路橋防食便覧の品質規格を満たす。設備1台で施工可能で、従来の剥

離剤を主体とした塗膜除去よりも高品質・低コストで実施できる。

床版取替え用プレキャスト高耐久軽量合成床版「SLaT-FaB床版」

本技術は、既設床版の取替に関する技術である。軽量かつ高耐久のPCa合成床版で、従来は、プレ

キャストPC床版で対応していた。本技術の活用により、プレストレスが不要で分割取替が可能なため

急速施工が可能で、規制縮小となる。

荷重分散型橋梁用伸縮継手「ジョイント和」

本技術は、橋梁用伸縮継手装置設置工に関する技術である。従来は鋼製伸縮継手装置で対応してい

た。本技術は、荷重分散鋼板を設けることで既設床版に荷重を分散することで、耐荷重性能の向上

と、ユニット化による施工の省力化が期待できる。
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促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

吸着式上向きスタッド溶接工法

本技術は、スタッド溶接に関する技術である。吸盤吸着により溶接ガンを固定し上向きスタッド溶接

を行う技術で、従来は、作業員の手持ち保持と垂直目視確認で対応していた。本技術の活用により、

安全性および施工性、品質が向上する。

耐圧防水樹脂充填による橋梁伸縮装置の防水補修工法

本技術は橋梁伸縮装置部からの漏水を耐圧防水樹脂「ジェラフィン」の充填で止水する工法である。

従来は伸縮装置の取り替え等で対応していた。本技術は２液を混合充填するだけで止水が可能であり

熟練工を必要とせず工程の短縮とコスト削減が期待できる。

オートチッパー工法

高架道路伸縮継手の取り換えや床版の表面切削において、低騒音型コンクリート撤去装置を用いた工

法。従来はブレーカーを使用した人力手はつり作業で対応していた。本技術の活用により、低騒音・

低振動での施工が可能になるため、周辺環境への影響抑制が図れる。

道路橋用ハイブリッドジョイント3LⅡAタイプ

本技術は、止水材を接続容易なファスナー式ジャバラ状ゴムシートに変更した道路橋ハイブリッド

ジョイント3LⅡAタイプで、従来は鋼製フィンガージョイントで対応していた。本技術の活用により作

業範囲縮少、鋼重軽減、省力化等により経済性が向上し、工期の短縮が図れる。

TVI工法

本技術は小口径注入口の先行設置を可能にしたグラウト再注入工法であり、従来はグラウト再注入工

法で対応していた。本技術の活用により経済性、施工性の向上、工程短縮、CO殻の削減による地球環

境への影響抑制が期待できる。

ワンダーフレックス

本技術は、橋梁用伸縮継手装置設置工において、大遊間700mmまで対応可能となった橋梁用ゴム製伸

縮装置の製品技術であり、従来は荷重支持型伸縮装置で対応していた。本技術の活用により、経済

性、施工性の向上、工程短縮、周辺環境への影響抑制が期待できる。

養生用防炎クロス

本技術は、鋼構造物等の塗装に用いる耐薬品性防護シートで、従来は塩ビ製防炎シートの上にポリエ

チレン製保護フィルムを使用していた。本技術の活用により、保護フィルムを重ねなくても剥離剤によ

る溶融や溶剤の浸透が発生しない軽量で防炎性能を有したクロスである。

養生の匠

本技術は、塗装時に足場材等への塗料付着から保護する養生シートである。シートの固定を従来のマ

スキングテープによる方法から板バネ方式としたことで、シートの着脱作業が容易になり施工性に優

れる。また、繰り返し使用が可能なため廃棄物の減量、省資源化が図られる。

2層フィンガー止水材劣化抑制ジョイント（N-FCフィンガージョイント）

本技術は、橋梁伸縮装置に関する技術である。2層のフィンガージョイントにより止水材を保護する技

術で、従来は、一般的な鋼製フィンガージョイントで対応していた。本技術の活用により、非排水機

能の要となる止水材を保護できるため橋梁桁端部の早期劣化を防止できる。

省スペース設置対応伸縮装置

本技術は橋梁用伸縮装置に関する技術である。省スペースでも設置可能な荷重支持型鋳鉄製ジョイン

トである。従来は目地材や荷重支持型ジョイント（ゴム＋鋼製）で対応していた。本技術の活用によ

り床版厚が薄い橋梁やパラペット厚が狭い橋梁への設置が可能となる。

高耐久材料を用いた薄型・軽量な歩道床版「ESCON歩道床版」

本技術はプレキャストコンクリート床版設置工に関する技術で、歩道橋の床版新設・更新に用いるRC

床版である。従来は鋼製デッキプレート床版を用いた。本技術の活用により高強度・高耐久で長寿命

化が図れ、薄型・軽量な為、施工性の向上が期待できる。

狭所用鋼材孔明け機（極低床ボーラー）

本技術は、橋梁上部工に関する技術である。狭所用鋼材孔明け機で、高さ１００ｍｍ以上の隙間での

孔明けを可能にした。従来は、ガス（酸素・アセチレン）切断で対応していた。本技術の活用によ

り、省力化と、工程の短縮に伴う経済性の向上が期待できる。

懸濁型超微粒子複合シリカグラウト「ハイブリッドシリカ・シリーズ」

本技術は、地盤改良に用いる高強度薬液注入材で、従来は、高圧噴射二重管工法のセメント系固化材

で対応していた。本技術の活用により、従来技術で見られた建設汚泥処理が減少するため経済性向

上・周辺環境への影響が抑制される。

KMSジョイント

本技術は、橋梁用鋼製伸縮装置取替補修に、コンパクトな既製品ジョイントを設置する技術で、従来

は鋼フィンガージョイントの設置で対応していた。本技術の活用により、箱抜範囲のコンクリートの

斫り及び打設量が軽減し省力化がなされ経済性の向上及び工程短縮が図れます。

コンクリート構造物補修材料EXGリペアシリーズ

本技術は、補修部分が湿潤状態でも施工が可能な水性エポキシ、水性アクリル製の補修材で、従来は

表面被覆工（コンクリート保護塗装CC-B）で対応していた。本技術の活用により補修部分は、湿潤面

での乾燥、塩害面での塩分除去洗浄が不要となる為、工程が短縮する。

フォームサポート工法

本技術は、橋脚等の間に橋桁を架渡した構造の橋梁をEDO-EPSブロックと発泡ウレタン等で補強する

中詰め工法で、従来は気泡混合軽量盛土工法で対応していた。本技術の活用により製造プラントや重

機が不要で、狭隘な現場でも人力で施工が可能となるため、施工性の向上が図れる。

シリコーン樹脂を用いた「バッファーコート」工法

本技術は、鋼橋やコンクリート構造物の防食および表面保護を行うシリコーン樹脂のコーティング工

法で、従来は、塗替塗装（C-5系(重防食塗装)）で対応していた。本技術の活用により、3層の塗膜層

でも40年以上の長期耐久性が確保できるため、品質および経済性の向上が図れる。

スパイラルアンカー工法

本技術は、目粗し処理と定着具付異形棒鋼等により既設コンクリート構造物と一体化させるあと施工

せん断補強工法で、従来は鋼板接着工法で対応していた。本技術の活用により、鋼板の設置作業が不

要となり、振動・粉塵が低減できるため、施工性、経済性及び環境の向上が図れる。

ナノシリカ系表面含浸材　コンクリートリバイブ　CPT-2000

本技術は、ナノシリカ系コンクリート含浸材で、従来はけい酸塩系コンクリート表面含浸材で対応し

ていた。本技術の活用により、含浸剤の塗布前に行う散水作業が不要となるため施工性が向上し工期

の短縮が図れる。

エコクリーンクラックバスター

本技術は、溶接止端部のき裂をニードルで打撃することで閉口させ、き裂の進展を停止あるいは遅延

させることが可能となる補修技術であり、従来はグラインダーによりき裂全体を切削除去していた。

本技術の活用により、作業性・経済性が向上し、安定した品質確保が可能となる。

エコクリーンショット

本技術は、ブラスト品質の向上を図ったステンレス製の多面体の研削材で、従来は鋭角多角形のス

チールグリットを使用していた。本技術の活用により鋼材表面に研削材の破片が刺さることが無くな

りの品質の向上が図れる。

ダブルディフェンスジョイント工法

本技術は、伸縮装置において弾性目地と防護装置により防水部分に輪荷重がかからない工法技術であ

り、従来は埋設型伸縮装置であった。本技術の活用により、施工性の向上、経済性の向上、養生不要

で交通開放が早くなり周辺環境への影響抑制が期待できる。

TPD工法

本技術は加圧・減圧注入方式による無機グラウト材を使用した接着系あと施工アンカー工法であり、

従来は接着系あと施工アンカーであった。本技術の活用により鋼製ブラケット製作期間の短縮による

施工性の向上、グラウト材のロス率低下による地球環境への影響抑制が期待できる。

カナクリートRCプレキャスト床版

本技術は高強度軽量繊維コンクリート(カナクリート)で構築した床版を使用した工法技術であり、従

来はプレキャストPC床版であった。本技術の活用により、耐久性・軽量化による品質向上、早期脱型

可による施工性、経済性の向上、工期短縮が期待できる。

GGRW工法

本技術は従来のアスファルト加熱型塗膜系防水層の間に補強材の高強度ガラスグリッドを積層した床

版補強防水の工法技術であり、従来はアスファルト加熱型塗膜系防水工法であった。本技術の活用に

より防水層の長期耐久・防水性による品質の向上が期待できる

自走式床版搬送据付装置「アームローラー工法」

プレキャスト床版の取替工事・新設工事において、移動式クレーンを使用せず、想定される重量の

PCa床版をトラックから取り受け、把持した状態で前後進・旋回・床版の上げ下げ、正確かつスムー

ズに床版の据え付けまで一連の作業を、単独で行うことができる。

車両突入阻止バリケード 「HERCULES ヘラクレス」（小型タイプ）

通行車両が誤って作業域に突入した時に車両を最短で強制的に停止できる技術であり、従来はクッ

ションドラムで対応していた。本技術の活用により現場作業員の安全と安心を確保し、運搬時の軽量

化と設置の容易化が図れる。

アンカーボルトの設置を補助する製品「アンカー留太郎」

本技術は、アンカーボルトの設置を補助する設置補助具である。従来はアンカー設置補助用の「くさ

び」や「支保工」を用いていたが、本技術の活用で、アンカーボルトの挿入と同時に仮止め作業が完

了するため、挿入後の作業を省略でき、施工工程を少なくすることができる。

ツインノズルのリサイクルブラスト工法

本技術は、ツインノズルのリサイクルブラスト工法で、従来は、シングルノズルで対応していた。本技

術の活用により、施工速度が速くなり、施工性の向上が図れる。

コンクリート構造物簡易補修材「タフガードリペアスプレー」

本技術はコンクリート剥離部や鉄筋露出部に塗装し簡易的な剥落防止対策や防食効果がある１液エア

ゾールスプレー缶タイプ補修材で、従来は高濃度亜鉛末錆止めスプレーで行っていた。本技術の活用

により本格補修までの間、躯体再劣化・剥落を予防できるため安全性が向上する。

橋梁用伸縮装置「ハマハイウェイジョイントYHT・YFS型」

本技術は、橋梁用伸縮装置内面を全てゴム被覆し、止水ゴムを鋼材部とプレス熱加硫し一体化するこ

とで鋼材の防食性を向上させた技術で、従来は塗料を内面に塗付し弾性シール材で止水をしていた。

本技術の活用により鋼材と一体化した止水ゴムにより止水耐久性が向上する。

HTパネル工法

フレキシブルボードに補強繊維シートを積層した成型版(HTパネル)によってコンクリート補修・補強

を行う工法。従来は鋼板接着工法で対応していた。本技術は、工場生産の軽量な成型版を採用するこ

とで施工手間の省力化が図られ、工期の短縮や施工費の縮減を期待できる。
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推奨技術
準推

奨技術

評価

促進技術

活用

促進技術
経済性 工程 品質 施工性 全体 中国地整 他地整

技術の

性能確認

シート

従来技術との比較※3

（※技術開発者の申請情報）

No. 分類項目 小分類項目

性能カタログ※1

性能カタログ番号

　○：従来技術より向上

　－：従来技術と同程度

　△：従来技術より低下・増加

NETISの

活用効果調査件数※4
NETIS登録番号

掲載

※性能カタロ

グページ

に移動します

新技術開発システム（ＮＥＴＩＳ）

掲載

※NETISサイト

に移動します

ＮＥＴＩＳ（有用な新技術）※2技術名称

MWTスタッド工法

対象部材を設置する際、従来はアーク溶接工法を用いて設置していたが、MWTスタッド工法はヒュー

ム、スパッタの発生が少なく、ガンのトリガーを引くだけで一定の品質を確保できる技術である。ま

た、ガンの改良によって、狭い空間で施工が可能である。

ライトレックスS

橋梁伸縮装置の遊間部や伸縮目地等に適用する乾式タイプの止水材。劣化損傷した既設止水材を除去

し、連続気泡止水フォームで構成された柔軟性の高い止水材を新たに設置することで、従来の弾性

シール材を充填するよりも、適用遊間幅の拡大や施工費・産業廃棄物量の低減が図れる。

非接触の塗膜除去工法「クリーンレーザー工法」

本技術は、高出力のレーザー光線とバキューム吸引により、鋼構造物の塗膜、錆および付着塩分を除

去する工法で、従来は、１種ケレン（ブラスト法）で対応していた。本技術の活用により、騒音の低

減等のため経済性、工程、品質、安全性、施工性および作業環境の改善が図れる。

ブラスト面形成動力工具「BlastrikerⓇ（ブラストライカー）」

本技術は、作業面に鋭利なブレードを打ち付けることで素地調整（1種ケレン）を行うハンディ動力工

具で、従来は、ブラスト工法で対応していた。本技術の活用により、産業廃棄物の排出が錆と旧塗膜

のみとなるため、地球環境への影響抑制および経済性の向上が図れる。

スタッド溶接結果記録装置

本技術は、スタッド溶接品質管理において、モニター良否判定、外観撮影、仕上り高さ測定を行うシ

ステム技術で、従来は、目視検査及びメジャーによる高さ測定で対応していた。本技術の活用によ

り、リアルタイム品質管理や作業員への負荷軽減が可能となり、施工性が向上する。

NSW式床版取替用スタッド溶接

本技術は、スタッド溶接において、防錆処理、フェルール設置治具、磁気吹き対策を行う工法で、従

来は溶接部下地処理および一般的なフェルール設置で対応していた。本技術の活用により、作業効率

に優れ安定した溶接が可能で、経済性・品質・施工性が向上し工程短縮となる。

循環式サステナブルブラスト工法

本技術は橋梁補修補強工等における鋼構造物の素地調整(1種ケレン)で研削材を現場で循環再利用する

ブラスト工法で、従来はサンドブラスト工法で対応していた。本技術の活用により研削材の循環再利

用が可能で廃棄物の発生を低減できるため、周辺環境への影響抑制が図れる。

STEEL-C.A.P.工法

橋梁上部工の老朽ＲＣ床版の取替えにおいて、従来のプレキャストＰＣ床版による床版取替技術に対

し、鋼床版を用いた本技術により、急速取替が可能で経済性の向上や環境負荷の低減、拡幅による施

工性の向上や床版死荷重の軽減による下部工の耐震性向上などが期待できる。

自律走行型ブラストロボットシステム

本技術は、足場内に設置したレール上をロボットが自律走行し自動でブラスト処理する工法で、従来

は人的な1種ケレン（ブラスト工法）作業で対応していた。本技術により、塗膜剥離剤による塗膜除去

作業もなく労働環境が改善し、工程の短縮及び施工性、安全性の向上が図れる。

ネットレスはく落対策「ワンバインドスプレー工法」

コンクリート構造物に、薄層でも強靭な塗膜を形成するポリウレアウレタン樹脂を吹付けて、はく落

や経年劣化を防止する工法。薄層塗布でも所定の押し抜き性能を確保できるため、工程短縮が図れ、

また有害ガスの発生量が抑えられるため、トンネル坑内でも使用できる。

人力舗装に特化した床版防水材「ハイウェイ・スラブボンド」

本技術は、人力で行う小規模な橋梁舗装補修に特化したエポキシ樹脂系床版防水材です。従来はアス

ファルト加熱型塗膜系防水工法で対応していた。本技術の活用により、材料の加熱・溶解および養生

が不要となるため、施工性・安全性の向上および工程の短縮が図れる。

防水・舗装一体型防水システム「HQペーブレン工法」

本技術は、防水・舗装一体型防水工法で、従来はアスファルト加熱型塗膜系床版防水工法で対応して

いた。本技術の活用により耐久性の高い改質アスファルトの効果で床版防水層とレベリング層が一体

となり、防水性・耐久性が高まり、品質の向上が図れる。

吊りチェーン養生材「エコクリーンチェーンガード」

本技術は、吊りチェーン取付部の隙間から研削材などが落下するのを防止する技術であり、従来は、

隙間に発泡性樹脂を充填することで対応していた。本技術の活用により省人化が可能になるため、施

工性の向上、経済性の向上および工程の短縮が期待される。

TS目地ガードN使用の橋梁伸縮目地補修

本工法は、TS目地ガードN使用の橋梁伸縮目地補修工法で、従来は、埋設型伸縮装置(舗装厚内型)で

対応していたが本工法の活用により、連続施工が可能となり、工程の短縮が図れトータルな経済性の

向上に繋がる。

密閉集塵式パルスレーザー表面処理工法

本技術は、密閉集塵ボックスによって遮蔽された区画にパルスレーザー処理を施すとともに発生した

粉塵等を吸引回収する技術であり、従来は１種ケレン（ブラスト工法）で対応していた。本技術の活

用により、粉塵対策による作業環境の向上が図られる。

はく落防止メッシュシート直貼り工法

本技術は、劣化したコンクリート構造物に直接設置するはく落防止工法であり、従来は連続繊維シー

ト工法で対応していた。劣化したコンクリート構造物にV-メッシュをアンカーで固定するのみの工法

であり、経済性、工程、施工性、周辺環境への影響の向上が図れる。

はく落対策「ガイナメッシュ工法Sタイプ」

本技術は、ポリエステル繊維にPVCコーティングを施したメッシュをコンクリートアンカーと押さえ

金具で固定し、コンクリートのはく落を防止する工法で、従来工法に比べてプライマー工や不陸修正

工が不要となり、工程短縮とコスト縮減となる。

鋼橋用壁面ブラストロボット

本技術は、鋼橋の素地調整について壁面に吸着して自動昇降によるブラストロボットで、従来は「１

種ケレン（ブラスト工法）」で対応していた。本技術の活用により作業員が少なくなり省人化の向上

が図れる。また粉じん防護設備の工程が不要となり、工期短縮が図れる。

橋梁伸縮装置止水材部のケレン工具「Blastriker® PICUS」

本技術は、狭い箇所や深さのある環境でも素地調整(1種ケレン)ができるハンディ動力工具で、従来

は、人力による１種ケレンで対応していた。本技術の活用により、工具面の接触面積が大きく、ケレ

ン処理の時間を削減できるため、施工性、経済性の向上、工程の短縮が図られる。

コンクリート打設厚低減型鋼製伸縮装置

・本技術は伸縮量30～50mmに対して舗装厚内で設置可能（65mm）な荷重支持型鋼製伸縮装置で，従

来は装置の高さ100mmの鋼製伸縮装置で対応していた。本技術の活用によりコンクリートのはつり量

が低減し，経済性，品質，施工性，環境への影響の向上が期待できる。

Handy SCAN 3D

本技術はハンディタイプの3Dレーザースキャナで構造物の三次元データの計測を行うシステムで、従

来は人力計測と3Dモデル作成で対応していた。本技術の活用により計測時間が短縮され、人的な計測

誤差が生じないため、施工性、経済性、品質の向上および工程の短縮が図られる。

片桟道形式「RBH工法」

本技術は、老朽化した橋梁の桁下空間を軽量盛土材で充填し土工構造化する工法で、従来は橋梁架替

であった。本技術の活用により、迂回路が不要で高所作業が低減されるため、工程短縮と経済性・品

質・安全性・施工性が向上する。

Non-Skid Solutions 「SAFTRAX」プロダクト

Thermion社(米国)が開発した溶射によるノンスキッド(滑り止め)プロダクトで、高耐久な滑り止め性

能と防食性能を同時に実現できる。橋梁などのジョイント部表面および道路上のマンホールの蓋、排

水桝の蓋などの滑り止めに効果的で、従来技術の溶射材料より安価で経済性が向上する。

ウォーターカッター（側面用）

本技術は、耐候性に優れるEPDMゴムを使用すると共に、特殊形状により伝い水の水切り及び導水の

両方が可能な製品技術であり、従来技術は発泡ポリスチレン製で用途に合わせて別々の形状である。

本技術の活用により、品質と施工性が向上する。

循環式床面ブラストロボット

本技術は、鋼床版等の鋼板上面を一種ケレンする循環式ブラスト法のロボット技術で、従来は「1種ケ

レン(ブラスト法(乾式))」で対応していた。本技術の活用により、工程短縮と経済性・品質・施工性の

向上と周辺環境への影響抑制が図られる。

湿式ブラスト工法「モイスチュアブラスト」

本技術は、ブラスト処理において少量の強アルカリ性電解水を混入する1種ケレン技術で、従来は1種

ケレン(乾式)であった。本技術の活用により、経済性向上と工程短縮、および粉じん発生を抑制でき

視認性が改善されるため、安全性・施工性向上と作業環境の改善が図られる。

ロードビジュアライザー(車載型路面下空洞調査システム)

本技術は、車載型地中レーダアンテナを使用し路面下空洞や埋設物を調べる技術である。従来はアン

テナ搭載の車両を牽引する牽引型路面下空洞探査システムを使用していた。本技術の活用により高精

度・高速・安全な調査が可能となり、品質・施工性・安全性向上が図れます。

FRPワインディング工法

本技術は、補強が必要な腐食した道路照明灯等の金属柱構造物の強度と耐食性を補強する技術で、従

来は、新規金属柱への交換で対応していた。 本技術の活用により、腐食金属柱の補強だけで新規金属

柱以上の強度と耐食性を確保してコスト削減を図れる。

NEac工法「高強力不織布・樹脂含浸・柱脚防食工法」

本技術は腐食した道路付属物等の支柱基部を高強力不織布・樹脂含侵により防食する技術であり、従

来は防錆塗装を活用していた。本技術の活用により、耐久性の向上が期待できる

拡幅歩道用FRPサンドイッチ床版

本技術は、既設道路橋の歩道拡幅工事や歩道添架工事の床版に適用するFRPサンドイッチ床版で、従

来は鋼床版で対応していた。本技術の活用により、床版が軽量化、高耐久化され、品質、安全性、施

工性が向上する。

高耐久注入目地材シリコーンシーリング材「トスシール」

本技術は、コンクリート舗装版のひび割れ及び目地注入用常温施工型１液性低モジュラスシリコーン

シーリング材である。従来は加熱施工型注入目地材を使用していた。本技術の活用により低温下での

追従性向上ほか、施工時の加熱不要となるため耐久性及び施工性向上が図れる。

強力塗布型防滑工法「ナルグリップ」

本技術は、水性ポリエチレンエマルジョンの滑り止め剤で、従来は滑り止めテープで対応していた。

本技術の活用により、耐久性向上と任意の形状が可能なため、品質と施工性が向上する。
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